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ご注意 
  
  

本製品の CD-ROM はオーディオ用ではありません。一般のオーディオ CD プレーヤ
ーでは絶対に再生しないでください。大音量によって耳を痛めたり、スピーカーを破損

する恐れがあり 
ます。  
  
  

本製品の CD-ROM には不正コピーを防止するためのプロテクトがかけられています。
お客様 
が本製品の CD-ROM/ソフトウエアの複製を試みた結果生じた損害についてはアートリ

ア社な 
らびに株式会社フックアップは一切の責任を負いかねますのでご了承ください。  
  
  
○ 本製品の CD-ROM を損傷したり、破損した場合、修復/交換は有償となりますのでご注意くだ
さい。  
  
○ 本製品および取扱説明書の著作権はすべてアートリア社が所有します。  
  
○ 本製品の CD-ROM を開封する前に、必ず「使用許諾契約書」をお読みください。CD-ROM を
開封 

した時点で、使用許諾書に記載された事項をご承認いただいたことになります。  
  
○ 三者の著作物（音楽作品、映像作品、放送、公演、その他）の一部または全部を、権利者に無
断で 

録音し、配布、販売、貸与、公演、放送などを行うことは法律で禁じられています。  
  
○ 第三者の著作権を侵害する恐れのある用途に、本製品を使用しないでください。あなたが本製

品を 
用いて他社の著作権を侵害しても、アートリア社ならびに株式会社フックアップは一切責任

を負いま 
せん。  
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○ 本製品を権利者の許諾無く賃貸業に使用することを禁じます。また無断複製することは法律で
禁じら 

れています。  

  
○ ディスクの裏面（信号面）に触れたり、傷を付けたりしないでください。データの読み出しが
うまく行か 

ないことがあります。ディスクの汚れは、市販の CD 専用クリーナーでクリーニングしてく
ださい。  
  
○ 本製品は別途記載の条件を満たす標準的なコンピューターで動作を確認しておりますが、この
条件 

下での動作すべてを保証するものではありません。同一条件下でもコンピューター固有の設
計仕様や使用環境の違いにより処理能力が異なることをご了承願います。  

  
○ 音楽をお楽しみになる場合は、ヘッドホンをするなどしてご近所に迷惑がかからないようにし
ましょう。 
 特に夜間は音量に十分注意してください。 
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このマニュアルに記載されている内容は、アートリアからの予告なしに変更することがあります。このマニュアルで述べ
られているソフトウエアは、ライセンス許諾または機密保持契約の元で提供されます。ソフトウエアのライセンス許諾は
、その合法的な使用での期間と条件を明記しています。このマニュアル中の記事、文章を、アートリアの許可なしに、購
入者の個人的使用も含むいかなる目的であっても、無断転載、記載することを禁じます。  また、“Prophet”、“Sequential 
Circuits”などの名称、ならびに Prophet 5 のインターフェイス、デザインの登録商標の所有権はヤマハ株式会社にありま
す。マニュアル本文内に記載されているその他の商品、ロゴ、会社名は、各社の商標または登録商標です。 
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このパッケージの中には以下の物が含まれます： 

 

• 本マニュアル 

• Prophet V2 インストール CD-ROM（MAC＆WINDOWS XP/Vista/7） 

• オーソライゼーション・カード 
 

カードは慎重に保存下さい。 

本ソフトウェアを使用するためにあなたは製品登録を行わなければなりません。登録することに
よって、あなたはご自分が正当な所有者であることを認識し、本製品の最新ニュースとアップデ
ート情報を得ることが可能です。登録後、あなたは我々のサイトの保護エリアにアクセスするた
めのユーザーIDとパスワードを得られます。また、アップデートや新しい製品に関する情報を早
く受け取れるように、我々のユーザー通知リストに掲載されます。 
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1111 イントロダクションイントロダクションイントロダクションイントロダクション    

1.11.11.11.1 プロフェットの歴史プロフェットの歴史プロフェットの歴史プロフェットの歴史        

Prophet 5™Prophet 5™Prophet 5™Prophet 5™::::    

"1978 年に “Dave Smith”氏を中心にモーグ・シンセサイザーのエンジニア“John Bowen”氏とキャ
リア・ウーマンの“Barb Fairhurst”女史らで Sequential Circuits 社が創設されました。同社は当初
、カリフォルニア州サンノゼにある Smith 氏のガレージでデジタル・シーケンサーの販売やシン
セ・プログラミングを行う会社としてスタートしました。その年の冬に開催された NAMM（
National Association of Music Merchants）ショーで同社が発表した「Prophet 5™」はその特徴あ
るサウンドでまたたくまに多くのミュージシャンを虜にしました。"  

※Vintage Synthesizers（Mark Vail 著/Copyright Miller Freeman, Inc）より抜粋 

 

当時、Prophet 5™ は“1 つの箱に Minimoog を 5 台分搭載している”と記述されており、初めて
の実用的なポリフォニック・シンセサイザーとして紹介されています。この Minimoog との比較
は、おそらくそれぞれのデザインの類似から記述されたと考えられます。  
  
Smith 氏のガレージより誕生した Prophet 5™ により Sequential Circuits 社は 5、6 年後には
アメリカでも有数なシンセサイザー・メーカーへと発展しました。  
 

Prophet 5™ は 5 ポリフォニック・ボイスで、それぞれボイスは 2 つのオシレーター（オシレ
ーター A、オシレーター B）の信号とホワイトノイズをミックスし、その信号をさらにローパス
・フィルターを通じて制御しています。ローパス・フィルターはオシレーターからの信号を 4 つ
のポイントをもったエンベロープ・ジェネレーターで変調することができ、レゾナンス効果（フ
ィルターを共鳴させる）によりサウンド・ソースとして利用することも可能でした。信号はロー
パス・フィルターを通過するとフィルターと同じく 4 つのポイントをもったエンベロープ・ジェ
ネレーターで制御するアンプへと接続されます。また、ポリ・モジュレーション（POLY-MOD）
機能によりオシレーター B やフィルターのエンベロープよってオシレーター A の周波数やパル
スワイズ、フィルターのカットオフ周波数を変調することが可能でした。最終的にそれらの信号
はモジュレーション・ホイールで調整されたLFO とピンクノイズをミックスされます。鍵盤は 5 
オクターブ仕様でノートオン、ノートオフ機能があり、タッチレスポンス機能は搭載されていま
せんでした。 
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“Prophet 5™ には 6 つのバージョンが存在します。バージョン 1 はオリジナル・デザインのも
の、バージョン 2 はそのデザインを精錬し、透き通ったパーツが特徴的なものでした。バージョ
ン 3 はこれまでのバージョンとは大きく異なり、IC 制御によるオシレーター（CEM）、改良さ

れたオーディオ・デジタル・コンバーター（ADC）とデジタル・オーディオ・コンバーター（
DAC）など、電圧制御方法が大きく姿を変えました。より精巧なエディット機能とチューニング
を実現し、実用性を高めるため音色数もこれまでの 80 から 45 までに減少しています。そのた
め、なかにはこれまでのバージョンより劣化したという人もいます。たしかにその通りかもしれ
ませんが、これまでのバージョンに比べ遥かに安定性が向上しているのも事実です。”  
  
（提供 Matt Bassett 氏） 
 
 
 
Prophet 5™ のサウンドを定義するうえでの大きな特徴は“POLY-MOD”機能でしょう。この機能
はオシレーター A の周波数やパルスワイズ、フィルターのカットオフ周波数を変調するためにオ
シレーター B やフィルターのエンベロープを使用することを可能にしています。モジュレーショ
ンのルーティング機能、オシレーター A のシンク機能、オシレーターのスィーピングしたシンク
・サウンドなど、オリジナリティのあふれる 33 種類のプリセット音色を搭載していました。  
 
Prophet 5™ のサウンドを定義するうえでの大きな特徴は“POLY-MOD”機能でしょう。この機能
はオシレーター A の周波数やパルスワイズ、フィルターのカットオフ周波数を変調するためにオ
シレーター B やフィルターのエンベロープを使用することを可能にしています。モジュレーショ
ンのルーティング機能、オシレーター A のシンク機能、オシレーターのスィーピングしたシンク
・サウンドなど、オリジナリティのあふれる 33 種類のプリセット音色を搭載していました。  
 

特徴ある Prophet 5™ サウンドは、クラフトワーク、デュランデュラン、ノーダウト、デペッシ
ュ・モード、ヴィンス・クラーク、トーキングヘッズ、ジェネシス、ゲイリー・ニューマン、ト
ーマス・ドルビー、ニューオーダー、プロディジー、INXS、ザ・カー、フィル・コリンズ、リチ
ャード・バルビエリ、坂本 龍一、松武 秀樹、ジャン・ミッシェル・ジャール、スティーリー・
ダン、喜多郎、レベル 42、ピーター・ガブリエル、ユーリズミックス、ペットショップ・ボーイ
ズ、ジョン・カーペンター、など多くのミュージシャンに愛用されました。 
 
Prophet VS™：：：： 

「Prophet VS™」は Sequential Circuits 社が 1986 年から 1987 年にかけて製造し、サンプル
波形を使用して音色エディットするこれまでにない斬新なシンセサイザーとして登場しました。
同時に波形を二次元的にクロスフェードさせることもできたため、またたくまにシンセサイザー
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のメインストリームに踊り出ました。これらのコンセプトは“ベクトル・シンセシス”としてよく知
られています。  

Prophet VS™ は Chris Meyer 氏、Josh Jeffe 氏、Tony Dean. Chris 氏の 3 人を中心として発
明されました。Chris Meyer 氏は 4 基のオシレーターの波形を二次元的なクロスフェードとフィ
ルターとアンプを関連付けて信号を通過させる基本的なアルゴリズムを実現させ、このアルゴリ
ズムは一次元的に波形をスキャンした PPG（Palm Productions GmbH）やフェアライトといった
シンセサイザーをより拡張したものとなりました。 

その他にも Prophet VS™ を成功に導いたユニークな機能にモジュレーション・マトリックスが
挙げられます。この機能はエンベロープによってフィルターやアンプを変調させるという古典的
な変調方法をはるかに超え、エンベロープや LFO など、すべてのモジュレーション・ソースに
様々な変調パラメーターをアサインすることを可能にする方法でした。例えばフィルターのカッ
トオフ周波数でオシレーターの波形を変調させることもできるのです。 

搭載されたエンベロープもこれまでの ADSR エンベロープのように定義されていない新しいタ
イプのものでした。このエンベロープは 0 から 4 までのイニシャル・レベル（初期値）とリリ
ース・タイムに相当するポイントの 5 つの変調ポイントを搭載し、それぞれの変調ポイントはパ
ラメーターに設定したレベルと時間に関連付けられていました。さらに、2 つのポイント間のル
ープ機能も有していまし、このエンベロープによって古典的な ADSR エンベロープでは不可能
な複雑で創造的な変調を可能にしていたのです。 

1987 年に Sequential Circuits 社はヤマハに売却されますが、1990 年には“ベクトル・シンセシ
ス”を基礎とした SY22 がヤマハより発売されました。一方で“ベクトル・シンセシス”はその後も
改良を重ねていくことになりますが、Prophet VS™ はその幅広い創造性から今日に至るまで支持
されています。その証拠に Prophet VS™ のサウンドはプライアン・イーノやトレント・レズナ
ー、アポロ 440、デペッシュ・モード、ヴィンス・クラーク、クラフトワーク、イレイジャー、
ジョン・カーペンターの作品で今でも聴くことができます。 

1.21.21.21.2 TAETAETAETAE®®®®技術により忠実なエミュレーションを実現技術により忠実なエミュレーションを実現技術により忠実なエミュレーションを実現技術により忠実なエミュレーションを実現    

TAE® とは、True Analog Emulation （トゥルー・アナログ・エミュレーション）の略で、アナ
ログ機器をデジタルで再現するための技術です。 

TAE® が持つアルゴリズムは、ソフトウエア上において、ハードウェアの持つスペック、特徴を
忠実に再現することができます。そして、この技術こそプロフェット Vの音色クオリティーが他
の追従を許さない決定的な理由であるといえます。  

さらに詳しくTAE® を説明していきます。： 
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1.2.1 折り返しノイズのないオシレーター折り返しノイズのないオシレーター折り返しノイズのないオシレーター折り返しノイズのないオシレーター  

標準的なデジタル・シンセサイザーは、高周波数帯域において折り返しノイズ成分を作り出しま
す。パルスウィズ・モジュレーションやフリケンシー・モジュレーションを使用している場合に
ついても同様です。 
TAE® は、全ての処理（PWMやFMなど）において、折り返しノイズ成分のないオシレーター波
形をCPUに余分な負担をかけることなく作り出すことが可能です。 

 

既製のソフトウェア・シンセサイザーの周波数スペクトラム 

 

TAE®によって生成されたプロフェット Vのオシレーターによる周波数スペクトラム  

1.2.2 アナログ・シンセサイザーがもつ波形のゆらぎを忠実に再現アナログ・シンセサイザーがもつ波形のゆらぎを忠実に再現アナログ・シンセサイザーがもつ波形のゆらぎを忠実に再現アナログ・シンセサイザーがもつ波形のゆらぎを忠実に再現  

原型のアナログ・オシレーターは、コンデンサーの放電特性を使い、ノコギリ波、三角波、矩形
波などの共通した波形を作り出します。これは、波形がわずかに曲がっているということを意味
します。TAE®はコンデンサーの放電特性の再現を可能にしました。下図はオリジナルのProphet 

折り返し 
ノイズ成分 
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5™とプロフェット Vの波形分析図です。2 つの波形はともに、プロフェット Vのローパス、ハ
イパス・フィルターによってフィルタリングされた波形です。 

 

オリジナルの Prophet 5™ の波形画像  
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TAE®技術によるプロフェット V2 の波形画像 

加えて、原型のアナログ・オシレーターは不安定であり、波形の形状が周期ごとに微妙に異なっ
ています。これは、温度や、その他の環境の状態によって左右されるアナログ・ハードウェアが
持つ繊細な部分です。  

TAE®は、このオシレーターの不安定な部分までも再現し、より暖かく、分厚い音色を作る出すこ
とが可能です。  

1.2.3 アナログ・フィルターの忠実な再現アナログ・フィルターの忠実な再現アナログ・フィルターの忠実な再現アナログ・フィルターの忠実な再現  

TAE®は、アナログ・フィルターが持つ特徴を、どのデジタル・フィルターよりも忠実に再現しま
す。 

TAE®技術は、オリジナルのフィルターの特徴を再現するアルゴリズムを使用することでアナログ
・フィルターを忠実にエミュレートします。下図のカーブは、オリジナルのProphet 5™ とプロ
フェット V2 のフィルターの比較図です。 
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オリジナルの Prophet 5™ とプロフェット V2 の 24dB ローパス・フィルターのレスポンス・カーブ 

オリジナルの Prophet 5™の  
24dB ローパス・フィルター 

プロフェット V2 の 24dB 
ローパス・フィルター 
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2222 インストールインストールインストールインストール    

2.12.12.12.1 WindowsWindowsWindowsWindowsでのインストールでのインストールでのインストールでのインストール (XP/VISTA/7) (XP/VISTA/7) (XP/VISTA/7) (XP/VISTA/7)    

CD-ROM をCD-ROM ドライブにセットしてください。エクスプローラーまたはマイコ
ンピュータの中から«Prophet-V2 Setup.exe »のアイコンを選択し、ダブルクリックして
ください。 

始めに「プロフェット V2」をどの階層にインストールするかを設定する画面が表示されます。 
初期設定では「C:C:C:C:\\\\Program FilesProgram FilesProgram FilesProgram Files\\\\ArturiaArturiaArturiaArturia\\\\ProphetProphetProphetProphet----V2V2V2V2」になっていますが、必要に応じて任意に変
更することが可能です。    

あなたが以前のプロフェット Vをすでにインストールしている場合、両方のバージョンをコンピ
ュータ内に共存させることが可能です。以前のバージョンを使用して作られたソングは最初のバ
ージョンが呼び出されます。 

 

インストール・フォルダーの選択 

これで、スタンドアローン版のプロフェット V2 のインストール準備ができました。次にプラグ
イン版のインストール画面が表示されますので、 ここで使用するプラグインの種類を選択してく
ださい(VST, RTAS, AU)。これらのプラグインの詳細は９章をご参照ください。 
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プロトコルの選択 

VST と RTAS プロトコルでは、プロフェット V2 を使用するホスト・アプリケーションのフォ
ルダーを選択する必要があります。これらの選択方法については 8 章をご参照ください。 

 

VST プラグインのインストール先フォルダーの選択 
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以上で、インストールの手順は終了です。インストールが完了したら、第 3 章「オーサライゼー
ション」に進んでください。 

2.22.22.22.2 MAC OS XMAC OS XMAC OS XMAC OS Xでのインストールでのインストールでのインストールでのインストール    

アプリケーションCD-ROM をCD-ROM ドライブにセットし、デスクトップに表示された 
"Prophet-V2 Setup Mac" のアイコンをダブルクリックしてください。 
  

以下のステップに従ってください。：  

� エンドユーザー使用許諾書をよく読んで承認してください。  

� インストール先を選択してください。  

 

管理者のユーザー・ネームとパスワードを入力するダイアログが現れますので、必要な項目を入
力し 
てください。 

 

管理者認証画面 

これで、スタンドアローン版のプロフェット V2 のインストール準備ができました。次にプラグ
イン版のインストール画面が表示されますので、ここで使用するプラグインの種類を選択してく
ださい(VST,RTAS/HTDM)。これらのプラグインの詳細は 8 章をご参照ください。 

以上で、インストールの手順は終了です。インストールが完了したら、第 3 章「オーサライゼー
ション」に進んでください 
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3333 オーサライゼーションオーサライゼーションオーサライゼーションオーサライゼーション    

プロフェット V2 のインストールが完了したら、シンセサイザーをオーサライズする必要があります。 

注意: これは旧バージョンの所有者には適用されません。（旧バージョン所有者はすでに使用し
ているUSBドングルを使用することで本ソフトウェアを使用することも可能です。） 
 

以前のバージョンでは、「オリジナルCDとライセンス・ナンバー」だけのプロテクトでした。しかし、プロ
フェット V2 は完璧なソフトウエア・ソリューションのシンクロソフト「ソフトeライセンサー」を使用しま
す。 
このシステムはUSBポートの使用を避けて、1 台の機械だけでシンセサイザーを使用することを可能にしま
す。このオーサライゼーション・プロセスの間はインターネットに接続していなければなりません。 
 

もう一つのコンピュータにあなたのライセンスを移したり、他のいくつかのコンピュータで、プロフェットV2を使用する
場合には以下の中から一つが必要となります。 
_ USB eライセンサー・ハードウェア・ドングル（別売り、または多くの他のソフトウェアにも使用されています。）； 
_ ライセンス・コントロール・センター内のライセンス・トランスファー・ウィザードに従って下さい。 
この転送にはインターネット接続されていることが必要です。双方への転送に必要です。 

_ ソフトeライセンサーからUSB-eライセンサーへ； 
_ USB-eライセンサーからソフトeライセンサーへ； 
詳細な情報のために、あなたのコンピュータにインストールされたシンクロソフト・ドキュメンテーションを参照して下
さい。 

 

最初に、あなたがこのソフトウェアを使用する事を可能にするアクティベーション・コードを得
るためにあなたのソフトウェアを登録してください。 
あなたの手元のプロフェット V2 のライセンス・シリアル・ナンバーとアンロック・コードを確
認してください。 
(これらは、ソフトウェアの不可欠の部分であり、小さいプラスチックカードに印刷されます) 
 

コンピュータをインターネットに接続して下記ウェブページにアクセスしてください。 
http://www.arturia.com/login 

 
コンピュータをインターネットに接続して下記ウェブページにアクセスしてください。 
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下記フォームのように進行してください。 

 

 

すでにアカウントを所有している場合は、ログインしてください。 

 

 

あなたのアカウントにログインした後に、あなたのプロフェット V2 を登録し、アクティベーシ
ョン・コードを要求することが可能です。 
あなたのアカウントの“My Registered Products”セクションに行き、 “Add”ボタンをクリックして
ください。： 
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すると、下記のようなフォームが現れ、ドロップダウン・メニューで「Prophet V」を選択し、（
登録カードに記されている）あなたのシリアル・ナンバーとアンロック・コードを入力してくだ
さい。 
 

 

 

 

下記は確認ウインドウです。 
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最後にあなたが「eLicenser activation codeeLicenser activation codeeLicenser activation codeeLicenser activation code」をコピーできるスクリーンが現れます。バックアッ
プとしてメールにて同じ情報をあなたに送信します。 
 

 

あなたのコンピュータをインターネットに接続します。そしてLicense Control Centerを起動してください。
このアプリケーションはあなたのコンピュータへ自動的にインストールされます： 

• Windows: スタート> 全てのプログラム > eLicenser > eLicenser Control Center 
• Mac OS X: ファインダー> Applications > eLicenser Control Center 

 

ここまでのスクリーンショットはMac OS X上で行われました。；プロセスはWindows 2000/XP/Vista/7 OS上でも同じで
すが、グラフィカル・インターフェイスだけが異なります。 

 

「License Control Center」メイン・ウィンドウで “SeL”ソフトウェア・ドングルがあなたのコンピュータに
インストールされていることを確認してください。 
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License Control Center メイン・ウィンドウ, Soft-eLicenserが何も入っていない状態。 

 

「License Control Center」メニューの“Enter Activation Code”ボタンをクリックし、アクティベー
ション・コードを入力してください。単純にARTURIAウェブサイトのあなたのアカウントでコピ
ーした 32 ケタのコードをペーストするだけです。 
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アクティベーション・コードの入力欄 

License Control Centerはプロフェット V2 を使用できるソフトウェア・ライセンスをダウンロー
ドする準備ができています。「Continue」をクリックしてください。そしてプログレス・バーは
、ダウンロードが完成するまでの進行を表示します。表示されるポップアップ・ウィンドウを確
認して「Close」、そして「Finish」をクリックしてください。 

 

現在、License Control Centerのウインドウはあなたのプロフェット V2 ライセンスがインストー
ルされ、アクティベートされていることを示しているはずです。 
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ライセンスはインストールされ、アクティベートが完了しました。 

 

これでプロフェット V2 シンセサイザーを思う存分使用可能です！ 
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4444 クイックスタートクイックスタートクイックスタートクイックスタート    

本章では“プロフェット V２”の基本的な機能、使用方法を説明します。 
 
各パラメーターやインターフェイス機能の詳細は以降の章を参照してください。 
 
第 ７ 章“減算方式シンセシスの基礎”では初めて“プロフェット V2”に触れる方にとって本ソフト
ウエア 
の基礎を学ぶための解説を掲載しています。是非、一度読まれることをお奨め致します。 

 

 

プロフェット V２ の全景 
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4.14.14.14.1 プリセット音色を使うプリセット音色を使うプリセット音色を使うプリセット音色を使う    

4.1.1 プリセット音色の選択プリセット音色の選択プリセット音色の選択プリセット音色の選択 

オリジナルの Prophet 5 やProphet VS 同様、「プロフェット V2」は各種パラメーターの様々な
設定を保存することができます。Prophet 5 の“ユニゾン”モードやProphet VSの MIDI 設定なども
保存可能） 

プロフェット V のプリセット音色にはパラメーターの設定だけでなく、ベロシティやアフタータ
ッチ、ピッチベンドなどリアルタイムに操作したコントローラー情報も保存されています。  

プロフェット V の操作に慣れるために音色を選択してみましょう。ここでは «Fact_Pro5» バン
クのサブ・バンク «21to28» から «23-OrganWithRes» を選んでみましょう。 

� 最も左側の選択ボタンをクリックしてください。（この画面はバンクの名前を表します）ク
リックするとドロップダウン・メニューによってバンクが表示されます。バンク「
Fact_Pro5」を選択してください。 

� メニューが開いている間、サブメニューにアクセス可能です。このサブメニューは一回のク
リックで「SUB BANK」とサウンド・デザイナーの「PRESETS」にアクセス可能です。 

� 「SUB BANK 21to28」を選択し、「PRESETS」の「23-OrganWithRes」を選択してくだ
さい。この音はプロフェット５エミュレーションによるシンプルなオルガンのサウンドです
。 

 

Select the preset  
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プロフェット V２ にはあらかじめ著名なサウンド・デザイナーによるプリセット音色が４００種
類以上収録されていますが、« User » バンクのサブ・バンク « Temp » に収録されているプリセ
ット音色を使用して新たな音色を作ることも可能です。（→このバンクには、例えば « 1_Osc » 
のように 1 つのオシレーターとローパス・フィルター、VCAを使用したシンプルなテンプレート
音色が数種類用意されています。） 

 

BANK で « All » を選択するとプロフェット V に収録されている全音色を音色別にカテゴライズして表示させることが
可能です。これによりベース、キーボード、パッドといった音色カテゴリー別にすばやく音色を選択することができます
。 

 

4.1.2 プリセット音色のエディットプリセット音色のエディットプリセット音色のエディットプリセット音色のエディット 

それではシンプルな音色エディットから始めましょう。 

� ローパス・フィルターの « Full Pad » の « CUTOFF（カットオフ周波数） » つまみを操
作してサウンドを明るくしてみましょう。« CUTOFF（カットオフ周波数） » つまみを右
方向へ開くと音色が徐々に明るくなっていくことが確認できると思います。このつまみをお
好みの位置にセットしてください。 

 

 

音色の明るさを設定する 

� 同様に、オシレーター A の « FREQ（オシレーター周波数） » コントローラーを使用し
てオシレーターのレンジを変更することができます。コントローラーを右に回して「+12 
semi-tone」を選択してください。 
 

 

オシレーター A のレンジを設定する 
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このようにつまみを操作したことにより、すでにプリセット音色 « Full Pad » はエディットされ
ています。 
では作成した音色を保存してみましょう。  

� ユーザー・プリセットを保存するには、ツール・バーにある « SAVE AS »アイコンをクリ
ックします。保存先で « New bank » を選択すると自動的に新しいバンクとサブ・バンク
を作成し、音色を保存します。新たに作成されたバンク名、サブ・バンク名、プリセット名
はそれぞれ « new bank »、« new sub bank »、« new presets »と表示されます。  

� これらバンク名等は LCD ディスプレイをクリックすることで名前を変更することができま
す。 

 

 

Save a preset 

� « user » バンクにあるプリセット音色は、ツール・バーの « SAVE » アイコンをクリック
して設定や変更を保存することができますが、ファクトリー・プリセット（あらかじめソフ
トウエアに収録されている音色）は上書きすることができません。« SAVE AS » アイコン
を使用して他の保存先に保存してください。. 

 

注意！ プリセット音色名を変更しただけでは音色の設定は変化しません。この操作は現在選択しているプリセット音色の
名前が変更されるだけです。 
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4.24.24.24.2 プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット V V V V２２２２    を構成するを構成するを構成するを構成する 3  3  3  3 つのモードつのモードつのモードつのモード    

プロフェット V は 3 つのモードに大きく分かれます： 

最初のモードはオリジナルの Prophet 5™ によく似たインターフェイスの「プロフェット 5」モ
ードです。2 つのモードは「プロフェット VS」モードです。3 つめのモードはこの 2 つのモー
ドを統合した「ハイブリッド」モードです。 

以下の方法で各モードを切り替えることができます： 

� ツール・バーに表示されている３つのアイコンをクリックします：  

• 「プロフェット 5 モード」：“Prophet 5”アイコンをクリックします。 

• 「プロフェット VS モード」：“Prophet VS”アイコンをクリックします。  

• 「ハイブリッド・モード」：“Hybrid”アイコンをクリックします。  

4.34.34.34.3 « « « « プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット 5  5  5  5 モードモードモードモード » » » »        

オリジナルの Prophet 5™ は 54 種類のパラメーターやあらかじめ本体に内蔵された 44 音色を
瞬時に呼び出せるボタンを搭載していました。パラメーターに関連付けられた様々なコントロー
ラーやスイッチを駆使して無数の音色を作り出すことを可能にしました。 

パラメーターには以下のようなものが挙げられます： 

• 2 基のオシレーター（基のオシレーター（基のオシレーター（基のオシレーター（VCO）））） ：基本波形（三角波、ノコギリ波、矩形波）を出力 

•  でき、波形のピッチ（周波数）を変更可能 

• ミキサーミキサーミキサーミキサー ：２つのオシレーター波形とホワイトノイズ・モジュールの 

•  信号をミックスします 

• ローパス・レゾナントローパス・レゾナントローパス・レゾナントローパス・レゾナント 24dB フィルターフィルターフィルターフィルター  

• アンプ（アンプ（アンプ（アンプ（VCA）））） ：フィルターの出力信号、ステレオ出力用アンプ  

• 2 系統のエンベロープ・ジェネレーター系統のエンベロープ・ジェネレーター系統のエンベロープ・ジェネレーター系統のエンベロープ・ジェネレーター：ローパス・フィルターとアンプ用 

 

 

シンセシス・パラメーター 
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ここで Prophet 5™ のポリフォニック・サウンドを「プロフェット V2」を使用してシミュレー
トしてみましょう： 

� プロフェット V2 の音色作りを理解するためにもシンプルな音色からプログラミングを始
めましょう。 最初に « Template » バンクのサブ・バンク « Temp_Synth » から « 1_Osc 
» を選択してください。この音色は非常にシンプルな設定になっています。オシレーター 
A の信号（矩形波）をローパス・フィルター、ミキサーの順に流しアンプから出力してい
ます。なお、1 つ目の ADSR エンベロープ・ジェネレーターはローパス・フィルターのカ
ットオフ周波数を調節し、2 つ目の ADSR エンベロープ・ジェネレーターはアンプのボリ
ュームを調節します。  

 

最終的なサウンドの流れは以下のようになります： 

 

 

« 1_Osc » の信号の流れ 

ローパス・フィルターのカットオフ周波数を下げることから始めましょう。これによりサウンド
がやや暗めになります。 

� « CUTOFF（カットオフ周波数） » コントローラーを操作して値を設定してください。
Windows では右クリック、Macintosh では Shift キーを押しながらクリックすることでよ
り詳細な値を設定することが可能です。 

� ADSR エンベロープ（アタック、ディケイ、サスティン、リリース）でカットオフ周波数
を変調することができます。  
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フィルターのカットオフ周波数を下げる 

� ADSR エンベロープでカットオフ周波数を変調する際、« RESO（レゾナンス） » コント
ローラーの値を上げておくとその効果をよりはっきりと認識することができます。これは設
定したカットオフ周波数が増幅されてフィルターの変化をより強調するためで、アナログ・
フィルターをエミュレートするうえでとても重要な特徴です。 

 

 

 

レゾナンスを上げる 

� ADSR エンベロープのアタック・タイムを変更してみましょう。すると各ノートを発音し
たあとにサウンドの明るさが変化することに気づくと思います。このコントローラーはノー
トが発音されてからフィルターがかかる（音色が明るくなる）までの時間を設定します。  

 

 

アタック・タイムを変更する  

� 同様にディケイ・タイムを変更しましょう。キーボードのノートを押しつづけているとき急
激にサウンドが変化します。このコントローラーはフィルターがかかってから変化が一定の
レベルに落ち着くまでの時間を設定します。  
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ディケイ・タイムを変更する 

� ADSR エンベロープの効果がおわかりいただけたでしょうか。では次にアンプ用の ADSR 
エンベロープをエディットしてみましょう。次第に音量が上がるようにアタック・タイムを
設定してください。 

 

 

アンプ・エンベロープのアタック・タイムを増やす 

� ここまでの設定が完了したら音色を保存しておきましょう！  

4.3.1 « プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット VS モードモードモードモード »とベクトル・シンセシス（とベクトル・シンセシス（とベクトル・シンセシス（とベクトル・シンセシス（VS））））  

« プロフェット VS » モードは演奏や音色作成の可能性を広げる多くの機能を持っています。こ
のモードは 1980 年代の伝説的なシンセサイザー「Prophet VS™」と同等の機能となっています
。 

 

« プロフェット VS » モードはツール・バーの「プロフェット VS」アイコンをクリックすると
アクセスすることができます。他のモードにも同様の方法でアクセス可能です。「ハイブリッド
」アイコンをクリックすると « ハイブリッド » モードが表示され、その他の 2 つのモードを同
時に見ることができます。3 種類のモード（“プロフェット 5 モード”, “プロフェット VS モー
ド”、“ハイブリッド・モード”）のうち、どのモードからはじめても構いませんが、当面この章で
は « プロフェット VS » モードを使用していきます。  

« プロフェット VS モード »のパラメーター： 

• 4 基のオシレーター基のオシレーター基のオシレーター基のオシレーター：96 種類の波形を選択可能 

• ミキサーミキサーミキサーミキサー：4 基のオシレーターの信号をミックス  
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• マルチモード・ローパス・レゾナントマルチモード・ローパス・レゾナントマルチモード・ローパス・レゾナントマルチモード・ローパス・レゾナント 24dB フィルターフィルターフィルターフィルター 

• 2 基の基の基の基の LFO： 5 種類の波形を選択可能 

• アンプ（アンプ（アンプ（アンプ（VCA））））：フィルターからの信号をステレオ・アウトするためのアンプ 

• 3 系統のエンベロープ（系統のエンベロープ（系統のエンベロープ（系統のエンベロープ（5 ポイント）ポイント）ポイント）ポイント）：フィルター、ミキサー、アンプを変調するためのエ

ン 

ベロープ。それぞれのエンベロープにループ設定可
能 

• モジュレーション・マトリクス  

 

 

プロフェット VS モードのシンセシス・パラメーター  

波形を単純にシミュレートしたソフトウエアでは音色作成の可能性はそれほど広がりません。し
かしプロフェット V ではクラシック・シンセサイザーから 96 種類もの波形サンプルを搭載し
、最大で 4 つのオシレーターを使用して音色作成を行なうことができます。さらにそれらのオシ
レーターは 5 つもの変調ポイントを持ったエンベロープで変調することができます。プロフェッ
ト V はオリジナルのProphet 5™ をも凌駕する革新的なサウンドを作り出すことを可能にしてい
ます。 

 

 

プロフェット VS モードのオシレーターとミキシング用ジョイスティック 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 36 

4.3.2  « プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット VS » モードでの簡単な音色作成（パッド・サウンド）モードでの簡単な音色作成（パッド・サウンド）モードでの簡単な音色作成（パッド・サウンド）モードでの簡単な音色作成（パッド・サウンド） 

� Click on the « ProVS » icon to load the Prophet VS interface 

 

 

《プロフェットVSモード》アイコンをクリックしてください 

� 4 つのオシレーターでそれぞれ違う波形を選択します。それぞれのオシレーターのタイト
ル部分右にある LCD スクリーンをクリックすると選択可能な波形が表示されます。オシレ
ーターにアサインする波形をマウスで選択してください。右クリック（Macintosh は 
Shift+クリック）で画面がスクロールするスピードを遅くすることも可能です。 

 

 

それぞれのオシレーターに波形をアサインする 

� 波形を選択した後、オシレーターの右側にある“MIXER”モジュールのジョイスティックで各
オシレーターのボリューム調整を行なうことができます。このジョイスティックによってリ
アルタイムに音色を変化させることができます。 

 

 

 

 

ジョイスティックで音量を調節する 

ここではジョイスティックの応用例であるオシレーター・ミキシングのオートメーションを見て
いきましょう。  
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� プロフェット VS インターフェイス右上にある LCD 画面で“ENVELOPE”パネルをクリッ
クしてください。次に左側に表示されている“MIXER”オプションを選択すると、ミキサー・
エンベロープ（ダイヤモンド型）のエディット画面が表示されます。 

 

 

“ENVELOPE”パネルをクリックする  

 

“MIXER”オプションをクリックする 

Bこの画面ではオシレーター間のボリューム調整を最大 5 種類まで設定することができます。画
面中央の 0～4 までのポイントをマウスでドラッグして各オシレーター間のボリュームを調整し
ます。 

� ダイヤモンド型の各辺に A,B,C,D という文字が表示されています。これは“A”と書かれたと
ころにジョイスティック（ポイント）を設定するとオシレーター A の波形のみが聞こえる
ようになることを意味しています。画面中央のポイントをクリックしてポイント“0”を A の
位置までドラッグしてください。するとオシレーター A の出力だけが 100％になり他のオ
シレーターの出力が 0％になります。  
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ジョイスティック（ポイント 0）を A に移動する 

� 再び、画面中央をクリックしたままマウスをドラッグするとポイント“1”を設定することが
できます。では、ポイント“1”を“B”の位置までドラッグしてみましょう。今度はオシレータ
ー B の出力だけが 100％になり他のオシレーターの出力が 0％になります。  

 

 

ジョイスティック（ポイント 1）を B に移動する 

� 同様に画面中央をクリックしてポイント“2”を設定しましょう。ポイント“2”を“C”の位置まで
ドラッグするとオシレーター C の出力だけが 100％になり他のオシレーターの出力が 0％
になります。 

 

 

ジョイスティック（ポイント 2）を C に移動する 

� ポイント“3”を“D”の位置にドラッグしてオシレーター D の出力だけを 100％にしてくださ
い。 
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ジョイスティック（ポイント 3）を D に移動する 

� 最後にポイント“4”を中央の位置に設定し、全オシレーターが均等に出力されるようにして
ください。  

 

 

ジョイスティック（ポイント 4）を中央に設定する 

次のセクションでは、４つのオシレーターのミキシング・エンベロープに対応する設定について
説明します。 

� このパラメーターはミキサー・エンベロープのモジュール名（“ENVELOPE”）の右側にあ
る LCD 画面をクリックして“ON”にすると有効になります： 

 

 

LCD 画面をクリックして“ON”にする 
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� つまみ“1”でポイント“0”からポイント“1”へ変化する時間を設定します。ここでは 3000msく
らいに設定しましょう。Windows では右クリック、Macintosh では Shift キー+クリック
で設定時間を微調整することができます。 

 

 

つまみ 1 の設定 

� つまみ“2”でポイント“1”からポイント“2”へ変化する時間を設定します。ここでは 1500ms 
くらいに設定しましょう。 

 

 

つまみ 2 の設定 

� つまみ“3”でポイント“2”からポイント“3”へ変化する時間を設定します。ここでは 2000ms 
くらいに設定しましょう。  

 

 

つまみ 3 の設定 

� つまみ“4”でポイント“3”からポイント“4”へ変化する時間を設定します。ここでは 800ms く
らいに設定しましょう。 
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つまみ 4 の設定 

バーチャル・キーボードの鍵盤をクリックして 4 つのオシレーターのサウンドが切り替わってい
くのを確認しましょう。これがオシレーター・ミキシングのオートメーションです。 

オートメーションでは、例えばポイント“0”からポイント“3”へ変化させるなどフレキシブルに設定
することができます。  

� LCD 画面上部に表示されている“LOOP”パネルをクリックしてオートメーションを設定して
ください。また、右隣の“REPEAT”で繰り返す回数を指定することもできます。 

 

 

“LOOP”パネルをクリックする 

 

“REPEAT”パネルをクリックする 

. 
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� オシレーターの設定が完了後、フィルター（カットオフ周波数の設定）やアンプ・エンベロ
ープ、LFO などを使用して音色を仕上げてください。  

 

 

カットオフ周波数を設定する 

続いてアンプ・エンベロープについて見ていきましょう： 

� プロフェット VS インターフェイス右上にある LCD 画面で“ENVELOPE”パネルを選択し
た後、 “AMPLIFIER”オプションをクリックするとアンプ・エンベロープのエディット画面
が表示されます。 

 

 

“ENVELOPE”パネルから“AMPLIFIER”オプションを選択する 

� 0 から 4 までの 5 つのポイントで設定を行ないます。ポイント“0”でボリュームのイニシ
ャル・レベル（初期値）を設定します。ポイント“1”は ADSR エンベロープでいうアタック
・タイムに相当します。いろいろ試しその効果を確認してみましょう。  
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ポイント 1 でアタック・タイムを設定する 

� ポイント“4”はいわゆるリリース・タイムに相当します。この値を 1500ms くらいに設定し
てサウンドのリリースを確認してください。 

 

 

ポイント 4 でリリース・タイムを設定する 

最後に LFO を使用してフィルターのカットオフ周波数を変調してみましょう： 

� プロフェット VS インターフェイス右上にある LCD 画面で“MODULATION”パネルを選択
し、モジュレーション・マトリックスを開いてください。 

 

 

“MODULATION”パネルをクリックする 

� モジュレーション・ソース（画面左側に表示）の“LFO1”とモジュレーション・ディスティ
ネーション（画面上側に表示）の“CUTOFF”が交差するポイントをクリックしてください。 
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交差するポイントをクリックする 

� モジュレーション・レイトは先ほどクリックしたポイントの右端にある“AMOUNT”パネルで
調節することができます。このパネル上でマウスをクリックしたまま上下にドラッグして設
定してください。Windows では右クリック、Macintosh では Shift キー+クリックで微調
整することができます。 

 

 

“AMOUNT”でモジュレーション・レイトを設定する 

フィルター・エンベロープやアンプ・エンベロープは手動で他のモジュールに接続しなくても変調先のモジュールへ自動
的に接続されます。モジュレーション・マトリックスの“AMOUNT”パネルは他のモジュールのコントローラー同様、モジ
ュレーション・マトリックスの設定を行なう上で必要不可欠なパラメーターといえます。 

 

4.44.44.44.4 « « « « ハイブリッド・モードハイブリッド・モードハイブリッド・モードハイブリッド・モード »  »  »  »     

« ハイブリッド・モード » は「プロフェット 5 モード」と「プロフェット VS モード」の 2 
つのシンセサイザーを組み合わせたモードです。減算方式の「プロフェット 5 モード」とウェー
ブ・テーブル方式の「プロフェット VS モード」をミックス、ブレンドした新次元のサウンドを
作り出すことが可能です。 

 

それではその新次元の機能に触れてみましょう。ツール・バーの“Hybrid”アイコンをクリックして 
« ハイブリッド・モード » に切り替えてください。 

� « Prophet 5 » バンクのサブ・バンク « Pad » から « Full Pad » を選択してください。  
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� このプリセット音色に 2 つのオシレーターのサウンドを加えてよりリッチな音色にしてみ
ましょう。プロフェット VS インターフェイス右上にある LCD 画面で“AUDIO”パネルを
選択し、オーディオ接続マトリックスを開いてください。 

 

 

“AUDIO”パネルをクリックする 

このマトリックスではオシレーターから出力されたオーディオ信号のルーティングを設定します
。例えば、オシレーターの信号をプロフェット 5 モードのフィルターだけに接続することもここ
で設定することができます。 

� では、オシレーター D のパネルをクリックして“Osc C VS”を選択してください。 

 

 

Select the C oscillator and choose the option “Osc VS C” 

� オシレーター C の“FINE”を少し開いてデチューンさせてください。これで少しだけサウン
ドが厚くなります。 

 

 

オシレーター C の周波数をデチューンさせる 

� もう少し違った変化が欲しい場合は、オシレーター C の波形を変更してもよいでしょう。 
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オシレーター C の波形を変更する 

補足！ ハイブリッド・モードでは最大 4 つまでオシレーターを使用することができます。しかし、すでにプロフェット 
5 モードのオシレーターを 2 つ使用している場合はプロフェット VS モードのオシレーターは 2 つしか使用することは
できません。 

 

� プロフェット VS モードのフィルター・タイプを変更するとサウンドの聞こえ方が変わり
ます。ここではバンドパス・フィルターを選択してください。  

 

 

フィルター・タイプを変更する 

� プロフェット VS モードの LFO を利用してフィルターのカットオフ周波数を変調させて
みましょう。プロフェット VS インターフェイス右上にある LCD 画面で“MODULATION”
パネルを選択し、モジュレーション・マトリックスを開いてください。 

� モジュレーション・ソース（画面左側に表示）の“LFO1”とモジュレーション・ディスティ
ネーション（画面上側に表示）の“CUTOFF”が交差するポイントをクリックしてください。 

� モジュレーション・レイトは先ほどクリックしたポイントの右端にある“AMOUNT”パネルで
調節することができます。このパネル上でマウスをクリックしたまま上下にドラッグして設
定してください。Windows では右クリック、Macintosh では Shift キー+クリックで微調
整することができます。このパネルをダブルクリックして直接数値を入力することも可能で
す。 

� LFO1 の“RATE”で変調させるスピードを設定してください。左側に回すとゆっくりと変調
させることになります。 
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LFO1 の周波数（変調スピード）を設定する 

 

4.54.54.54.5 エフェクト・セクションエフェクト・セクションエフェクト・セクションエフェクト・セクション        

エフェクト・セクションでは、ステレオ・ディレイ、コーラスを設定します。ツール・バーの右
端にある“EFFECTS EDIT”アイコンをクリックして設定します。 

 

 

エフェクト・セクションを開く 

4.5.1 コーラスコーラスコーラスコーラス 

コーラスは原音を複製し、少しデチューンをかけたオーディオ信号を作り出します。この複製し
た信号と原音とミックスすることでサウンドに深さと厚みを与えます。プロフェット V はその効
果に応じて 3 種類のコーラス・タイプを選択することができます。 

� ツール・バーの右側のエフェクト・セクションにコーラス・エフェクトの ON/OFF ボタン
があり、このボタンでコーラスの使用/未使用を選択します。  

 

 

コーラス・エフェクトを有効にする 

� « DRY/WET » では原音とエフェクト処理されたサウンドのミックス・バランスを調節しま
す。 
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ミックス・バランスを設定する 

� « RATE » ではコーラスのオシレーター・スピードを設定します。 

 

 

コーラス・レイトを設定する 

� 最後に « DEPTH » でコーラスの深さを設定します。 

 

 

コーラスの深さを設定する 

コーラス・エフェクトは 3 種類のコーラス・タイプを選択することができます。シンプルなもの
から深めの効果のものまで各種のタイプが用意されています。  

 

 

コーラス・タイプを選択する 
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4.5.2 ディレイディレイディレイディレイ  

ディレイ・エフェクトはステレオ・エコーをかけることでサウンドに広がりを与えます。 左右そ
れぞれのチャンネルに反復回数とスピードを設定可能です。左右のディレイ・タイムを変えるこ
とでリズミカルなディレイ効果を生み出だすことができます。ディレイ・スピードもシーケンサ
ーの MIDI テンポと同期させることができます。 

« Full Pad » を使用し、ディレイ・エフェクトをかけてみましょう：  

� ツール・バーの « DELAY » ボタンを押し、ディレイ・エフェクトを有効にします。  

� « DRY/WET » で原音とエフェクト処理されたサウンドのミックス・バランスを調節します
。 

� « TIME L/TIME R » でそれぞれ左右チャンネルのディレイ・タイムを設定します。 

 

 

ディレイ・タイムを設定する 

� また、それぞれのチャンネルのフィードバック（こだまの回数）を設定することもできます
。 « FEEDBK. L »、« FEEDBK. R » を使用して設定してください。 

4.64.64.64.6 リアルタイム・コントローラーとリアルタイム・コントローラーとリアルタイム・コントローラーとリアルタイム・コントローラーとMIDIMIDIMIDIMIDIアサインアサインアサインアサイン        

プロフェット V2 はあなたが知っている通り、リアルタイムにプレーしながら素晴らしいサウン
ドをプレーすることができます。オリジナルと関連している最も素晴らしい機能の一つに、外部
MIDIコントローラーを使用してプロフェット V2 の全てのパラメーターをコントロールすること
が可能です。 

MIDI アサインの設定例： 

� Ctrl（Mac では Command）キーを押しながらフィルターの « CUTOFF » をクリックしま
す。するとMIDI コントロール設定ウインドウが表示されます。 

� « Learn » をクリックし、モジュレーション・ホイールなどの MIDI コントローラーを操作
すると自動的にコントロール・チェンジがアサインされ、プロフェット V2 のパラメータ
ーが連動して動くようになります。  
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� 各パラメーターに MIDI コントローラーをアサインし、MIDI シーケンサーなどにパラメ
ーター操作をレコーディングしておきライブなどで使用すると効果的です 

 

« CUTOFF » パラメーターの MIDI アサイン 

この章での設定を保存する場合は、ツール・バーの « SAVE » をクリックしてください。 

 

プロフェット V2 は新しいコントロールを提供します。：NRPNモード。このモードで、あなた
はほぼ無限の数のコントロールに影響を与えることが可能です。そして、NRPNモードとMIDIア
サイン・ダイアログ・ボックスであなたのMIDIデバイスを設定して下さい。プロフェット V2 は
、NRPNボックスをチェックすることによって、それをすぐに認めます。NRPNのセットアップに
関する問題がある場合、ご使用のMIDIデバイスのテクニカル・サポートに連絡をしてください。 
 

4.74.74.74.7 サウンド・マップサウンド・マップサウンド・マップサウンド・マップ    

 

サウンド・マップはプリセットの管理を単純化し地図の上でというファンキーな方法で簡単に適
した音を探し当てるための革新的なツールです。サウンド・マップの新しいインターフェイスに
より、4 つのプリセットをモーフィングして新しい音を作ることも可能です。 
 

 

サウンド・マップは 3 つのビューを提供します。 
� 「ＭＡＰ」はメインのインターフェイスです。：サウンド・マップは自身の統計方法と

してサウンド・キャラクターを分類しし、プリセットをマップ上に配置したものです。  

� 「LIST」はプリセットをリスト示します。：このページは、分類するよりもクラシック
なインターフェースを提供し、望ましいプリセットを見つけるためにリストとフィルタ
ーを使用します。 

� 「COMPASS」モーフィング・インターフェース：このページは最高で 4 つのプリセッ
トをリアルタイムにモーフィングすることにより、新しい音を作ることを可能としまし
た。 
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� メイン・サウンドマップ・インターフェースを開くためにツールバーの「SOUND MAP」ボ
タンをクリックしてください。プロフェット V2 のメイン・インターフェースの上に新しいウ
インドウが現れます。 

 

サウンドマップ・ボタン 

� プリセット・リスト・ページを開くためにサウンドマップ・インターフェースの右上の
「LIST」ボタンをクリックしてください。 

 

リスト・インターフェースを開く 

� プリセット・モーフィング・ページを開くために「COMPASS」ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

モーフィング・インターフェースを開く 

 

� メイン・サウンドマップ・インターフェースに戻るには「MAP」ボタンをクリックしてくだ
さい。 

 

マップ・インターフェースに戻る 
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4.7.1 「「「「MAP」メイン・インターフェース」メイン・インターフェース」メイン・インターフェース」メイン・インターフェース 

サウンドマップ・インターフェースはマップがプロフェット V2 の全てのプリセットが
音のキャラクターやタイプを作ためにそこで共有されることを示します。 

 

マップ・インターフェース 

プリセットが見つけやすいように、タイプごとの異なる幾何学キャラクターと色で分類していま
す。 
 

 “Bass” サウンド 
 

 “Brass” サウンド 
 

 “EFX” サウンド 
 

 “FM” サウンド 
 

 “Guitar” サウンド 
 

 “Keyboard” サウンド 
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 “Lead” サウンド 

 

 “Pad” サウンド 
 

 “Percussive” サウンド 
 

 “Sequence” サウンド 
 

 “Strings” サウンド 
 

 “Others” サウンド 
 

� プリセットを選択して聞くには、マップ上にある任意のアイコンの一つを直接クリックして
ください。アイコンは赤で強調されます。プリセットを選択して数秒間ホールドするとポッ
プアップ・メニューが現れ、プリセットの名前を表示します。  

 

プリセットの選択 

あなたはエクスクルーシブ・モーフィング機能を使用して新しいプリセットを作成することが可
能です。  

 

� マウスの左ボタンを使用してプリセットのグループ間をクリック、ホールドします。十字の
赤い矢は 4 つのプリセット・グループを結ぶことができます。  
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プリセットのグループ間をモーフィング 

� マウスによってそのプリセット間をドラッグすることが可能です。緑の矢はその出発点を示
します。  

 

� マウスの左ボタンを解除するとサウンドを再生することができ、望むのであれば、プロフェ
ット V2 のユーザーバンクに保存することが可能です。 

 

この方法により、シンセサイザー・インターフェースを使用することなく非常に簡単に、しかも
素早く新しく刺激的な音を得ることが可能です。 

4.7.2 サウンド・マップ概要サウンド・マップ概要サウンド・マップ概要サウンド・マップ概要 

サウンド・マップのメイン・インターフェース右上でこのマップの概要をみることができま
す。 

あなたはマップの拡大縮小にマップ・オーバービューを使用することが可能です。  

 

 

マップ・オーバービュー・インターフェース 
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� マップ内をナビゲートし、赤い正方形の中をクリックしたり、サウンド・マップの他領域を
見るためにドラッグしたりします。 

 

� サウンド・マップをズーム・インするためには、オーバービュー・ウインドウの下のズー
ム・スライダーをクリックし、地図のサイズを変更するためにスライダーを右側にドラッグ
してください。  

 

� サウンド・マップをズーム・アウトするためには、オーバービュー・ウインドウの下のズー

ム・スライダーをクリックし、地図のサイズを変更するためにスライダーを左側にドラッグ
してください。 

 

ズーム・スライダー 

段階的にマップ・サイズを変更するためにスライダーの下にある「ZOOM+」または「ZOOM-」ボタンを使用すること
も可能です。 

 

� 「FIT ZOOM」ボタンをクリックするとマップがグローバル・サイズに変更されます。 

 

「FIT ZOOM」ボタン 

4.7.2.1 インストゥルメント・タイプ・フィルター・ウインドウ 

マップ・メイン・インターフェースの右側にあるインストゥルメント・タイプ・フィルター・ウ
インドウはマップ上に表示する、または隠すインストゥルメント・タイプを選択することができ
ます。デフォルトでは全てを表示するように選択されています。  
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インストゥルメント・タイプ・フィルター 

独立した、またはグループのインストゥルメント・タイプを選択します。 

 

� タイプ・フィルター・ウインドウの下にある「All」ボタンを最初にクリック：これはすべて
のインストゥルメント・タイプをサウンド・マップから隠します。 

 

「ALL」ボタン 

� 次に見たいと思うインストゥルメントに対応すう四角い箱をクリックして表示したいタイプ
を選択してください。選択した箱、とタイプがマップ・インターフェース上に現れます。  

 

 

「Pad」を表示させる 

これはプリセット検索を単純化して洗練させる良い方法です。  
 

� もう一度「All」ボタンをクリックすると全てのプリセットをマップ上に表示します。  
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4.7.2.2 プリセット・スナップショット・メモリー 

あなたはマップ・インターフェースのどこでも最高で 4 つのプリセットをスナップショット・メ
モリーとして保存することができます。モーフィング機能（詳細については後述）によって新し
い音を作るために「COMPASS」ビューの上にあるそれらを使用することが可能です。もちろん
4 つのメモリーに保存するだけということも可能です。  

 

スナップ・メモリーの選択 

 

スナップ上のプリセットを保存します。  

 

� サウンド・マップ・メイン・インターフェース上で、プリセットを選択します。  

 

� シフト・キーをホールドして 4 つのスナップ・メモリー・ボタンのうち一つを選択して下さ
い。スナップ・メモリー・ボタンは、赤く強調されます。 

 
� 他の 3 つのスナップにもプリセットを記憶したい場合には、同じ操作を繰り返してください。 
 

� すでに保存されたプリセットと他のプリセットをいれかえることが可能です。 
 

� サウンドマップ・インターフェース上の任意のプリセットを選択してください。「Ctrl」キー
を押している間に 4 つのスナップのうちのどれかをクリックしてもスナップ・メモリーが可
能です。 
 

 

4.7.3 リスト・プリセット・マネージャーリスト・プリセット・マネージャーリスト・プリセット・マネージャーリスト・プリセット・マネージャー 

プリセット・リスト・マネージャーはクラシックな方法でプリセットを探すためにリスト・
インターフェースを使用します。それはプリセットの管理を単純化するためにフィルタリン
グします。 

 

� リスト・インターフェースを開くためにサウンド・マップのツールバーにある「LIST」ボタ
ンをクリックしてください。 
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リスト・ボタンをクリック 

リスト・プリセット・インターフェースは非常に単純で、4 つのコラムを左から右に示します。
： 

� プリセット名 
� インストゥルメント・タイプ 
� サウンド・デザイナーの名前 
� スナップ・メモリーへ追加したかの注意 

 

プリセット・リスト・インターフェース 

それらのすべてのデータは、アルファベット順に分類されます。  

 

� プリセットを選択するには、単純にリスト上にある望ましいプリセット名をクリックします。 
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� コラム・タイトルをクリックすることで、並び順を A から Z、またはその反対にすることが
可能です。 

 

インストゥルメント・タイプの順序を反対にする 

4.7.4 「「「「COMPASS」モーフィング・インターフェース」モーフィング・インターフェース」モーフィング・インターフェース」モーフィング・インターフェース 

モーフィング・ページは素早く選択されたスナップ・メモリーに記憶された 4 つのプリセットか
らのモーフィングがリアルタイムに新しい音を作成できる独立したモジュールです。 
 

4 つのプリセットをコンパス上の 4 つの方位点に配置します。 
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モーフィング・インターフェース 

� モーフィング・ページを開くためにサウンド・マップのツールバーにある「COMPASS」ボ
タンをクリックしてください。 

 

これらのプリセットから新しいモーフィング・サウンドを作成します。 
 

� コンパスの中の好きなところをクリックしてください。（4 つの赤い矢印がその一点に集まる
よう動きます）  

 

� マウスの左ボタンを押したままドラッグして良い音が得られるまで動かしてください。緑色
の矢印がその軌跡を示します。  
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新しいサウンドの作成 

� 必要であればその新しいサウンドをプロフェット V2 のユーザーバンクに保存することが可
能です。 
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5555 インターフェイスインターフェイスインターフェイスインターフェイス    

5.15.15.15.1 ツール・バーツール・バーツール・バーツール・バー        

ツール・バーにはプロフェット V を操作する上で必要不可欠な各種アイコンが表示されています
： 

• プリセット音色の保存 

• プリセット音色の管理・選択を行なうプルダウン・メニュー 

• プリセット音色のインポート/エクスポート 

• MIDI 受信ライト 

• MIDI チャンネルの選択（チャンネル 1～16、または ALL） 

• 同時発音数 

• 演奏モード設定（ポリ・モード/モノ・モード（低音優先）、モノ・モード（高音優先
）、モノ・モード（後音優先）  

• ※ 低音優先モードでは 2 つノートを演奏した場合は音程の低いノートが優先され、逆
に高音優先モードでは音程の高いノートが優先されます。後音モードでは最後に発音し
たノートが優先されます。 

• モードの選択（プロフェット 5、プロフェット VS、ハイブリット） 

• コーラス/ディレイ・エフェクト 

• エフェクト・エディット  

モードの切り替え： 

プロフェット 5 モードは“Prophet 5”アイコン、プロフェット VS モードは“Prophet VS”アイコン
、ハイブリット・モードは“Hybrid”アイコンをクリックして切り替えてください。 

 

 

ツール・バー  
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5.25.25.25.2 プリセット音色を使用するにはプリセット音色を使用するにはプリセット音色を使用するにはプリセット音色を使用するには        

“プロフェット V2”はプリセット音色を保存することができます。プリセット音色は各モジュール
間の接続、および音色作成に必要なコントローラー情報をすべて含んでいます。プリセット音色
は音色作成者別の « BANK » 、音色カテゴリー別の « SUB BANK »、音色別の « PRESET » に
分類されています。また、プリセット音色には各モードの特性を活かした音色が用意され、それ
ぞれ « Pro5 »、« ProVS »、« ProH »というバンク名で分類されています。 

 

 

プロフェット V2 にはあらかじめ数多くのプリセット音色が搭載されていますが、これらのプリ
セット音色を利用してユーザーのオリジナル音色を作成することも可能です。しかし、あらかじ
め搭載されている音色を上書保存することはできませんので、一度ユーザー・バンク等に保存し
てから各パラメーターを変更していくようにしてください。 

5.2.1  « BANK »、、、、« SUB BANK »、、、、« PRESET »の選択の選択の選択の選択  

バンク、サブ・バンク、また現在使用しているプリセット音色は、ツール・バーに常に表示され
ます。 

 

 

バンク、サブ・バンク、および選択しているプリセットの表示 

現在選択しているサブ・バンク現在選択しているサブ・バンク現在選択しているサブ・バンク現在選択しているサブ・バンク（« SUB BANK »）のプリセットを選ぶには、« PRESET » ディ
スプレイ左側のボタン（ ）をクリックします。すると同じサブ・バンク内のプリセット音色が
プルダウン・メニュー形式で表示されます。このメニューから同じサブ・バンクにあるプリセッ
ト音色を選ぶことができます。プリセット音色を変更すると、MIDI キーボードやシーケンサーか

らは新たに選択した音色のサウンドが出力されます。 
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同じサブ・バンク内のプリセット音色の選択 

同じバンク（« BANK »）の中で異なるサブ・バンクのプリセット音色を選ぶには、« SUB BANK 
» ディスプレイ左側のボタン（ ）をクリックします。ここでは同一バンク内のサブ・バンクが
プルダウン・メニュー形式で表示されます。メニュー中の各サブ・バンクから、そのサブ・バン
ク内にあるプリセット音色を選択することができます。一度サブ・バンクを選択すれば、« 
PRESET »で新しく選択したサブ・バンクのプリセット音色を直接選択することができます。 

 

 

同じサブ・バンク内のプリセット音色の選択  

別のバンク（« BANK »）のプリセット音色を選択するには、現在選択されているバンク名左側の
ボタン  をクリックしてください。選択可能なバンクがプルダウン・メニュー形式で表示されま
す。このメニューから変更したいバンク、サブ・バンク、プリセット音色を選択することができ
ます。  
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メイン・バンクから音色を選択 

プリセットを変更（コントローラーの設定、および接続を修正）した場合、« PRESET » ディス
プレイに表示されているプリセット名の横にアスタリスク（*）が表示されます。  

  

« BANK » のプルダウン・メニューにある « All » を選択するとプロフェット V2 で使用可能な
全音色はサブ・バンクのカテゴリー別（音色カテゴリー別）に表示されます。これによりすばや
く必要な音色を選択することが可能になっています。  

 

 

カテゴリー別の音色選択 
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5.2.2 Creation of a bank, sub-bank, preset 

新しいプリセット・バンクを作成するには « BANK » 左側のボタン をクリックします。プルダ
ウン・メニューの中から « New bank... » を選択すると新しいプリセット・バンクが作られます
。新たに作成したバンク名は « BANK » の LCD ディスプレイをクリックすることで変更するこ
とができます。 

同様に、新しいサブ・バンクの作成は « SUB BANK » 左側のボタン をクリックし « New sub 
bank... » を選んでください。バンクの時と同じ操作で新しいサブ・バンクの名前も変更が可能で
す。 

新しいプリセット音色を作成するには、« PRESET » 左側のボタン をクリックし « New 
preset... » を選択します。新しいプリセット音色はそれまでに使用していた音色のセッティング
（コントローラーと接続）を使用して作成されます。その後、サウンドのセッティングをおこな
い、« SAVE » ボタンをクリックすることにより変更を保存することができます（次項を参照）

。もちろん、プリセット名をクリックしてプリセット名を変更することも可能です。 

 

5.2.3 ユーザー・プリセットの保存ユーザー・プリセットの保存ユーザー・プリセットの保存ユーザー・プリセットの保存 

プリセット音色の設定を保存する場合は、ツール・バーの « SAVE » ボタン（バンク名の左側）
をクリックしてください。  
 

 

« SAVE » ボタン 

プリセット名を変更して保存したい場合は、ツール・バー中の « SAVE AS » ボタンをクリック
してください。プルダウン・メニューから保存するバンクを選択してください。元の音色上に保
存すると音色が上書きされます。 

 

 

« SAVE AS » ボタン  

また、ファクトリー・プリセット（削除不可能）をエディットした場合、自動的にユーザー・プ
リセットとして保存する « SAVE AS » 機能が起動します。« New bank… » や « New preset… 
» を選択すると、新しい音色として保存することができます。保存後、3 種類の LCD ディスプ
レイに « Default* » と表示され新しい音色であることが確認できます。  
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5.2.4 プリセット・バンクのインポートプリセット・バンクのインポートプリセット・バンクのインポートプリセット・バンクのインポート/エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート 

“プロフェット V”は、新しいプリセット・バンクをインポートすることが可能です。新しいプリ
セット・バンクをインポートするには、ツール・バーのインポート・ボタン（プリセット音色名
の右側）をクリックしてください。 

 

 

プリセット・バンクのインポート・ボタン  

このボタンをクリックすると、インポートするバンク・ファイルを選択するダイアログが表示さ
れます。インポートしたいファイル（「*.provbank」ファイル）を選んで、「開く」をクリック
してください。インポートしたプリセット・バンクは自動的にバンク・リストに追加されます。 

 

プロフェット V2 は、作成したサウンド・バンクをエクスポートし、別のコンピューターでの使
用や他のユーザーとサウンド・バンクを共有することができます。サウンド・バンクは、ツール
・バーのエクスポート・ボタンを使用して« Bank » 単位、« Subbank » 単位、« Preset » 単位で
エクスポートすることができます。 

 

 

プリセット・バンクのエクスポート・ボタン 

エクスポート・ボタンをクリックし、エクスポートするカテゴリーを選択してください。カテゴ
リーを選択するとバンクの保存先、ファイル名を入力するダイアログが現れます。保存先とファ
イル名を入力して「保存」をクリックしてください。  

5.35.35.35.3 コントローラーの使用方法コントローラーの使用方法コントローラーの使用方法コントローラーの使用方法        

5.3.1 つまみつまみつまみつまみ  

初期設定でつまみのモードを設定することができます。 

デフォルトではつまみのモードは「直線モード（直線モード（直線モード（直線モード（Liner modeLiner modeLiner modeLiner mode））））」に設定されています。このモー
ドではつまみを回すようにドラッグするのではなく、クリックしたまま上下にドラッグすること
で値を設定します。また、つまみを Shift キーを押しながらドラッグすることでることで、パラ
メーターのより正確な微調整が可能です。 
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つまみ 

つまみのモードにはもう１つ「回転モード（回転モード（回転モード（回転モード（Curcular modeCurcular modeCurcular modeCurcular mode））））」が容易されています。このモード
では、マウスでつまみの回りをなぞるようにドラッグして値を設定します。また、つまみをクリ
ックしながらつまみからやや離れたところで回転させると、さらに正確で緻密な設定をおこなう
ことができます。  

直線モードは回転モードに比べてシンプルな操作でパラメーター値を設定することができます。
しかし、画面上のマウスの動きで判断される垂直方向のピクセルの数によって設定できる値が制
限されているため、比較的大まかな数値でパラメーターの値が変化します。このモードは大まか
な値を設定する場合に有効なモードといえます。もし、微調整のように細かな値での設定が必要
な場合は、つまみを右クリック、または Shift キーを押しながらドラッグしてください。“ファイ
ル”メニューの“初期設定”でモードを変更することができます。 

5.3.2 スイッチスイッチスイッチスイッチ  

プロフェット V2 にはいくつかのタイプのスイッチがあります。1 つはパラメーターの ON/OFF 
を切り替えるもの（プロフェット 5 モードでオシレーターの波形選択など）です。このスイッチ
では ON の状態になると赤いランプが点灯します。  

もう 1 つのタイプは数種類のパラメーターから 1 つを選択する時に使用するスイッチです。こ
のタイプにはプロフェット 5 モードでグライドさせるパラメーターを選択するスイッチがありま

す。スイッチをクリックするたびに“OFF”、または“ON”や“LEGATO ON”と順に切り替わっていき
ます。こちらのスイッチも先ほどのスイッチ同様に選択されたパラメーターに赤いランプが点灯
します。 

 

 

スイッチ 
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5.3.3 ピッチベンド・ホイールピッチベンド・ホイールピッチベンド・ホイールピッチベンド・ホイール / モジュレーション・ホイールモジュレーション・ホイールモジュレーション・ホイールモジュレーション・ホイール 

ピッチベンド・ホイールはオシレーターのピッチ（音程）を変化させるときに使用します。ピッ
チベンド・ホイールをクリックしたまま上下にドラッグするとサウンドのピッチ（音程）が変化
します。マウスをホイールから離すと自動的にホイールが中央の位置に戻ります。 

 

 

ピッチベンド・ホイール 

モジュレーション・ホイールはプロフェット 5 の LFO によって変調される変調量を設定するこ
とができます。プロフェット VS モードやハイブリット・モードではモジュレーション・マトリ
ックスでモジュレーション・ホイールを接続したパラメーターを変調させる時に使用します。  

モジュレーション・ホイールもピッチベンド・ホイール同様、手軽にサウンドを変調させること
ができますが、ピッチベンドと違いホイールを離しても 0 の位置に戻ることはありません。  

 

 

モジュレーション・ホイール 

5.3.4 バーチャル・キーボードバーチャル・キーボードバーチャル・キーボードバーチャル・キーボード 

バーチャル・キーボード（キーボード画面にある鍵盤）を使用することで、外部の MIDI キーボ

ードやシーケンサーにプログラミングされた MIDI データ（ノート情報）を使用しなくてもプロ
フェット V2 の音色を聞くことができます。単純に鍵盤をクリックするだけで鍵盤の音程に対応
した音が鳴ります。  
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バーチャル・キーボード 

5.3.5 セレクト・スクリーン（選択画面）セレクト・スクリーン（選択画面）セレクト・スクリーン（選択画面）セレクト・スクリーン（選択画面） 

プロフェット VS モードではいくつかのパラメーターの中から 1 つを選択する画面があります
。例えば、オシレーターや LFO の波形選択やフィルターの選択などが挙げられます。この場合
は、オシレーターやフィルター・モジュールのタイトル部分右側の LCD 画面をクリックすると
表示されます。  

セレクト・スクリーンには以下のようなタイプがあります： 

� プルダウン・メニュー方式（一括表示）プルダウン・メニュー方式（一括表示）プルダウン・メニュー方式（一括表示）プルダウン・メニュー方式（一括表示）ではセレクト・スクリーンをクリックすると選択可
能はパラメーターがプルダウン・メニューで表示されます。選択したいパラメーターをメニ
ューの中から選んでください。LFO の波形やフィルター・タイプの選択はこの方式で行な
います。 

 

 

プルダウン・メニュー方式（一括表示） 

� プルダウン・メニュー方式（個別表示）プルダウン・メニュー方式（個別表示）プルダウン・メニュー方式（個別表示）プルダウン・メニュー方式（個別表示）での選択方法は先ほどのプルダウン・メニュー（一
括表示）と同様、セレクト・スクリーンをクリックしたままマウスを上下にドラッグして行
ないますが、選択できるパラメーターがすべて表示されません。セレクト・スクリーンをク

リックすると今現在選択されているパラメーターが表示され、クリックしたままマウスを上
下にドラッグすると選択可能なパラメーターが 1 つずつ表示されます。オシレーターの波
形選択はこの方式で行ないます。選択したいパラメーターでクリックをやめてください。 
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プルダウン・メニュー方式（個別表示）  

� パネル方式パネル方式パネル方式パネル方式はミキサー・エンベロープで採用されています。この方式はクリックすることで
単純にパラメーターの ON/OFFON/OFFON/OFFON/OFF を設定します。  

 

 

パネル方式（ミキサー・エンベロープ） 

5.3.6 LCD 画面画面画面画面 

LCD 画面はプロフェット VS インターフェイスの右上にあります。この画面では 3 つのエンベ
ロープ、エフェクト、モジュレーション・マトリックス、プレイ・モード（プロフェット VS モ
ードのみ）のエディットをグラフィカルに行なうことができます。ハイブリッド・モードではオ
ーディオ信号のルーティングを設定することも可能です。 

ここではエンベロープのエディットを例に挙げ、簡単な操作方法を見ていきましょう。まず始め
にLCD 画面上側にある“ENVELOPE”パネルをクリックしてください。この画面はフィルターとア
ンプ・モジュール内にある“EDIT”ボタンをクリックしても表示することができます。  
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LCD 画面  

5.3.7 MIDI コントロールコントロールコントロールコントロール  

プロフェット V2 の多くのつまみやスイッチは、外部 MIDI コントローラーによってコントロー
ルすることができます。この機能を使用する場合は、まず使用する MIDI 機器がコンピューター
に正常に接続されているかを確認し、シーケンサー、もしくはプロフェット V2 側で接続された 
MIDI 機器からのMIDI イベントを受信できるように設定しましょう。 

プロフェット V2 に設定した MIDI チャンネルで送信された MIDI イベントを受信する例を紹介
しましょう。MIDI チャンネルという概念はシンセサイザーにおいては全世界的な標準規格として
定義されており、シーケンサーやプロフェット V2 においても同様です。プロフェット V2 は、
120 もの MIDI コントロール信号を受信し、それぞれのコントローラーに任意のコントロール・
チェンジ・ナンバーをアサインすることができます（仕様上、使用できないコントロール・ナン
バーもあります。例：0、32、64 など）。MIDI コントロールの設定は、はじめに Windows の
場合はコンピューターのキーボードにあるコントロール・キー（Ctrl）、Macintosh ではコマンド
・キー（Command）を押しながら任意のつまみをクリックしてください。下図のような MIDI 
コントロール設定ウインドウが現れ、MIDI コントロール・ナンバーを選ぶことができます。さら
に”Learn”（学習）ボタンをクリックし、MIDI 機器のつまみやスライダーなどのフィジカル・コ
ントローラーを操作することで自動的にアサインすることもできます。この場合、各フィジカル
・コントローラーに設定されているコントロール・ナンバーが自動的に設定されます。つまみの 
MIDI コントロールを解除するには、MIDI コントロール設定ウインドウ内の”Active”（作動中）チ
ェックボックスをクリックし、チェックマークを消してください。 
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つまみへの MIDI アサイン 

5.3.8 プリファレンス・スクリーンプリファレンス・スクリーンプリファレンス・スクリーンプリファレンス・スクリーン 

バーチャル・キーボード上部左右にあるアートリアまたはプロフェット V2 のロゴ部分をクリッ
クするとプリファレンス・スクリーンが現れます。ウインドウを閉じる場合は再度クリックして
ください。 

プリファレンス・スクリーンでは下記の情報を見ることができます。  

• ソフトウエアのバージョン情報 

• クレジット情報  

• アニメーションの ON、OFF の設定:  

※SHOW ANIMATION の右側の部分をクリックして切り替えます。 

 

ポップアップ・ヘルプの表示の ON、OFF 切り替えは「SHOW CONTROL POPUP WHEN」で
行います。  

• MOUSE MOUSE MOUSE MOUSE CLICKS ON CONTROL CLICKS ON CONTROL CLICKS ON CONTROL CLICKS ON CONTROL     
ツマミ上でマウスをクリックした際のポップアップ・ヘルプ表示の ON、OFF  
 

• MOUSE RESET ON CONTROL MOUSE RESET ON CONTROL MOUSE RESET ON CONTROL MOUSE RESET ON CONTROL     
マウスをツマミ上に移動した際のポップアップ・ヘルプ表示の ON、OFF  

 

ウインドウを閉じる場合は再度ロゴ部分をクリックしてください。  
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6666 モジュールモジュールモジュールモジュール    

“プロフェット V2”は「プロフェット 5 モード」、「プロフェット VS モード」、「ハイブリッ
ド・モード」の 3 つモードから構成されています： 

The Prophet 5 uses a classic subtractive synthesis structure while the Prophet VS 

employs a less used synthesis technique called wave-table or vector synthesis. These 

two types of synthesis meet in the Prophet-V2, giving you the chance to create 

sounds that are both rich and original. 

6.16.16.16.1 プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット 5  5  5  5 モードモードモードモード    

“プロフェット 5 モード”はオリジナルの Prophet 5™ が持つすべてのパラメーターや特性と新機
能としてモノフォニック・モードでの「レガート」機能、演奏したノートを保持する「ホールド
」機能を搭載しています。さらにオリジナルの Prophet 5™ が搭載していた 40 ものプリセット
音色（削除不可能）を再現、搭載しています。  

 

 

プロフェット 5 モード  
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プロフェット 5 モードで使用するパラメーター： 

 2 基のオシレーター ：オシレーター A、オシレーター B。オシレーター B は
変調用 

 として使用可能 

 ミキサー ：2 基のオシレーターとノイズ・モジュールの音量を調節 

• ローパス・レゾナント・24dBフィルター  

• アンプ  

• 2 基のエンベロープ・ジェネレーター：フィルター変調とアンプ変調 

 LFO ：ロー・フリケンシー・オシレーター 

 POLY-MOD ：フリケンシー・モジュレーション（FM）による変調機能 

 WHEEL MOD ：モジュレーション・ホイールによるLFO変調機能 

6.1.1 オシレーターオシレーターオシレーターオシレーター  

このモードでは 2 つのオシレーターを使用することができます。  

オシレーターでは波形を選択し、必要に応じて周波数の設定、矩形波のパルスワイズを調節する
などしてプロフェット 5 の基本的な周波数や音色を制御します。これらは様々なつまみやコント
ローラー、変調用のモジュールなどを使用して設定します。変調用のモジュールとしては LFO 
を利用した“WHEEL MODWHEEL MODWHEEL MODWHEEL MOD”、オシレーター B やフィルターのエンベロープを利用した“POLYPOLYPOLYPOLY----
MODMODMODMOD”を搭載しています。 

2 つのオシレーターはそれぞれ別々に設定することができ、オシレーター A は 2 種類、オシレ
ーターB は 3 種類の波形をアサインすることが可能です。また、これらの波形は同時に使用す
ることもできます。波形は 1 つ使用するにしても複数使用するにしても、このオシレーターから
様々なサウンドを作り出すことができます。  

 

 

2 基のオシレーター 
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1.1.1.2 オシレーター A 

FREQFREQFREQFREQ    :::: 半音単位でオシレーターの基本周波数を設定（およそ上下 2 オクターブの範囲で
設定）  

SHAPESHAPESHAPESHAPE    :::: 以下の 2 種類の波形を選択することができます  

 ノコギリ波 

 矩形波 

PWPWPWPW    : 矩形波のパルスワイズを設定します  

SYNCSYNCSYNCSYNC    :::: オシレーター A とオシレーター B をシンクさせます  

 

 

 

1.1.1.3 オシレーター B 

FREQFREQFREQFREQ    ：半音単位でオシレーターの基本周波数を設定（およそ上下 2 オクターブの範囲で
設定） 

FINEFINEFINEFINE    ：オシレーター B のファイン・チューニングを設定（およそ 1 オクターブの範囲
で設定） 

SHAPESHAPESHAPESHAPE    ：以下の 3 種類の波形を選択することができます  

 ノコギリ波 
 三角波  
 矩形波  

    

PWPWPWPW    : ノコギリ波、矩形波、三角波のパルスワイズを設定します 

KBDKBDKBDKBD    : キーボードと接続します  

 

補足！ “LOFREQ”ボタンを使用すると、LFO を使用したときより少ない CPU パワーでオシレーター Aや“POLY-MOD”
のフィルター変調を行なうことができます。 

 

� 以下はプロフェット 5 モードのオシレーターで使用される波形図です： 
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ノコギリ波  

 

矩形波  

 

三角波  

6.1.2 ミキサーミキサーミキサーミキサー 

ミキサーはオシレーター A、オシレーター B とホワイトノイズ・モジュールの音量を調節しま
す。 

ホワイトノイズ・モジュールはサウンドに面白い効果を付加します。例えばフルートのような音
色のブレス部分や風のような音色を作るときなど特殊な効果を付けたいときに役立ちます。 

 
OOOOSC ASC ASC ASC A    :::: オシレーター A の音量を設定します 
OSC BOSC BOSC BOSC B    :::: オシレーター B の音量を設定します 
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NOISENOISENOISENOISE    : : : : ホワイトノイズの音量を設定します 
 

 

ミキサー 

6.1.3 フィルターフィルターフィルターフィルター  

プロフェット 5 モードのローパス・フィルターはオリジナルの Prophet 5™ に搭載されていた
フィルターをエミュレートしています。当時のアナログ・シンセサイザーが持つフィルター特性
をぜひ堪能してください。 

 

 

フィルター設定 

CUTOFFCUTOFFCUTOFFCUTOFF    : フィルターのカットオフ周波数を 10Hz から 25KHz の範囲で設定します 
RESORESORESORESO    :    フィルターのレゾナンスを設定します  
KBDKBDKBDKBD    : キーボード・フォローを手動で設定します 
ENV AMTENV AMTENV AMTENV AMT    : フィルターの ADSR エンベロープの変調量を手動で設定します 
 

注意！注意！注意！注意！ 通常のスケールにキーボード・フォローを設定する場合は“KBD”を中央の位置（1.00）に設定してください。 

フィルターはカットオフ周波数をエディットするために ADSR エンベロープ（エンベロープの
項を参照）を搭載しています。その他にも LFO を利用してワウワウ風なエフェクト効果を与え
る“WHEEL-MOD”やオシレーター B を利用して特殊な効果を与える“POLY-MOD”などを利用して
変調させることも可能です。 

 

 

ローパス 24dB フィルター  

プロフェット 5 モードのローパス・フィルターは 24dB タイプのもので、設定されたカットオ

フ周波数を超える周波数をカットします。 
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レゾナンスはカットオフ周波数で指定した周波数帯を強調します。レゾナンスの強さは“RESO”つ
まみで設定することができます。このつまみを右へ開けはフィルターのレゾナンス量は増加し、
開けば開くほどフィルター自身が共鳴しホイッスルのようなサウンドになります。  

 

補足！補足！補足！補足！ Windows では右クリック、Macintosh では CTRL+クリックでつまみを操作することで細かい単位で値を設定
することができます。これはフィルターのカットオフ周波数やレゾナンスを微調整するときに便利なテクニックです。 

 

 

ローパス・レゾナント 24dB フィルター 

6.1.4 アンプアンプアンプアンプ  

アンプは音色作成の最後のステップです。ここでプロフェット 5 の最終的な音量を設定します。 

 

 

アンプ 

このモジュールはシンプルで 1 種類のパラメーターしかありません： 

VOLUMVOLUMVOLUMVOLUMEEEE    : ：シンセサイザーの最終的な音量を設定します  

6.1.5 エンベロープエンベロープエンベロープエンベロープ 

2 系統の ADSR エンベロープでいくつかのパラメーターを設定します。 

プロフェット 5 モードではフィルターのカットオフ周波数を変調するエンベロープとアンプの音
量を変調するエンベロープを搭載しています。 
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ADSR エンベロープはアタック・タイム、ディケイ・タイム、サスティン・レベル、リリース・
タイムといった 4 つの連続したパラメーターで構成されています。バーチャル・キーボード等を
使用してノートを発音してから鍵盤を離すまでの間をエンベロープの各パラメーターを使用して

変調します。 

 

 

フィルターの « ADSR » エンベロープ 

ATTACKATTACKATTACKATTACK（（（（アタック・タイムアタック・タイムアタック・タイムアタック・タイム））））        ：ノートが発音されてからカットオフ周波数に達するまでの
時間を設定します  
DECAYDECAYDECAYDECAY （（（（ディケイ・タイムディケイ・タイムディケイ・タイムディケイ・タイム））））        ：カットオフ周波数に達した後、一定のレベルに落ち着くまで
の時間を設定し 

 ます  
SUSTAINSUSTAINSUSTAINSUSTAIN（（（（サスティン・レベルサスティン・レベルサスティン・レベルサスティン・レベル））））：ノートが発音中に保つ一定のレベルを設定します  
RELEASERELEASERELEASERELEASE（（（（リリース・タイムリリース・タイムリリース・タイムリリース・タイム））））    ：鍵盤を離してからカットオフ周波数が閉じるまでの時間を設
定します 

6.1.6 LFO（ロー・フリケンシー・オシレーター）（ロー・フリケンシー・オシレーター）（ロー・フリケンシー・オシレーター）（ロー・フリケンシー・オシレーター） 

ロー・フリケンシー・オシレーター（LFO）は他のパラメーターを変調させるためのオシレータ
ーです。LFO を使用するとオシレーターの周波数を周期的に変調させたビブラート効果やフィル
ターのカットオフ周波数を周期的に変調させてワウワウ効果を得ることができます。  

 

• SYNC ：LFO の周期をホスト・アプリケーションの MIDI テンポにシンクさせます  

• RATE ：LFO の周波数スピードを設定します  

• SHAPE ：LFO の波形を選択します  

• ノコギリ波  
• 三角波  
• 矩形波  
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 LFO 

 

6.1.7 WHEEL- MOD（ホイール・モジュレーション）（ホイール・モジュレーション）（ホイール・モジュレーション）（ホイール・モジュレーション） 

このモジュールではモジュレーション・ホイール（LFO）によって変調するパラメーターを選択
します。 

また、このモジュールのつまみは LFO とピンクノイズ・モジュールの音量を調節することもで
き、音色にランダムな変化を付けることができます。 

    
LFO/ NOISELFO/ NOISELFO/ NOISELFO/ NOISE    ：LFO とピンクノイズのミキシングします  
DESTINATIONDESTINATIONDESTINATIONDESTINATION    ：LFO 変調させるパラメーターを選択します  

• オシレーター A の周波数（« FREQ A »）  
• オシレーター B の周波数（« FREQ B »）  
• オシレーター A（矩形波）のパルスワイズ（« PWA »）  
• オシレーター B（矩形波）のパルスワイズ（« PWB »）  
• フィルターのカットオフ周波数（« FILT »） 
 

 

変調先のパラメーター接続 

6.1.8 POLY MOD （ポリ・モジュレーション）（ポリ・モジュレーション）（ポリ・モジュレーション）（ポリ・モジュレーション） 

フリケンシー・モジュレーション（FM：周波数変調）させるパラメーターを選択します。  

このモジュールではオシレーター B やフィルターのエンベロープを利用することでより複雑な変
調を行なうことができます。 

“POLY-MOD”機能を使用することでフィルターのカットオフ周波数変調と同様にオシレーター A 
の周波数や矩形波のパルスワイズ変調させることができます。これによりメタリックなサウンド
、ベル・サウンドを作り出すことができ、併せてオシレーター B のカットオフ周波数を変調する
ことで特殊な効果音も作成できます。 

 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 82 

補足！補足！補足！補足！ オシレーター B をモジュレーション・ソースとして使用する場合、キーボードで演奏したノートに比例した速度
で変調することができます。オシレーター B をロー・フリケンシー・モード（LOFERQ）で使用するととても面白い効
果が得られるでしょう。. 

 
SOURCE AMOUNTSOURCE AMOUNTSOURCE AMOUNTSOURCE AMOUNT：モジュレーション・レイト（変調量）を設定します  
  
• フィルター・エンベロープのレイトを設定します（« FILT ENV »）  
• オシレーター B のレイトを設定します（« OSC B»）  
  
  
DESTINATIONDESTINATIONDESTINATIONDESTINATION：モジュレーション・ディスティネ-ション（変調先）を選択します  
  
• オシレーター A の周波数（« FREQ A »）  
• オシレーター A（矩形波）のパルスワイズ（« PWA »）  
• フィルターのカットオフ周波数（« FILT »） 

 

FM 変調によるポリ・モジュレーション  

6.1.9 キーボード・セクションキーボード・セクションキーボード・セクションキーボード・セクション 

このセクションでは以下の設定を行ないます: 

� “RELEASE”ボタンでリリースの有無を設定します。このボタンがON（点灯）の
時はリリースが有効になりますが、OFFにした場合はリリース・タイムの設定
が無効になり鍵盤を離すとすぐにサウンドが止まるようになります。  

 

� “HOLD”ボタンでサスティンの有無を設定します。このボタンがON（点灯）の時
はリリースが保持され、鍵盤を離しても発音したノートを発音しつづけます。  

 

� “LEGATO”ボタンでレガート演奏の有無を設定します。このボタンがON（点灯）
の時、キーボードで演奏した 2 つ以上のノートが滑らかに演奏されるようにな
ります。  
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� “GLIDE”ボタンをONにするとノートを演奏した際に徐々にオシレーターの周波数
が変化するようにすることができます。つまり、バイオリンのグリッサンドの
ような効果を演出することができるようになります。  

 

RELEASERELEASERELEASERELEASE    ：リリースの ON/OFF を選択します     
HOLDHOLDHOLDHOLD    ：ホールド（サスティン）の ON/OFF を選択します     
LEGATOLEGATOLEGATOLEGATO    ：レガート・モードの ON/OFF を選択します（モノ・モードのみ動作）  
GLIDEGLIDEGLIDEGLIDE    ：このつまみでグライド（徐々に変化）させる時間を設定します  
GLIDE MODEGLIDE MODEGLIDE MODEGLIDE MODE：GLIDE つまみの右側にあるボタンでグライドさせるモードを切り替えます     
    （“OFF / ON / LEGATO ON”）     
P.RANGEP.RANGEP.RANGEP.RANGE    ：ピッチベンド幅を設定します 
 

 

演奏モードの切り替え 

補足！ ボリュームのエンベロープだけが“HOLD”機能に関連付けられています。これは、エンベロープが有効な場合にの
みノートが保持されるようにするためです。 

 

6.1.10 ジェネラル・パラメータージェネラル・パラメータージェネラル・パラメータージェネラル・パラメーター 

最も基本的なパラメーターがジェネラル・パラメーターです。プロフェット 5 インターフェイス
には全体の音量を設定する“VOLUMEVOLUMEVOLUMEVOLUME”、全体の基礎となるチューンニングを設定する“FINEFINEFINEFINE”、
440Hz を出力する“A440A440A440A440”スイッチがあります。その他にもユニゾン・モードの設定を行なう“
UNISONUNISONUNISONUNISON”モジュールなどがあります。  

 

 

ジェネラル・パラメーター  

TUNETUNETUNETUNE：シンセサイザーの基本的なチューニングを設定します        
A440A440A440A440：440Hz（A の音程）のサイン波を出力します     
UNISONUNISONUNISONUNISON：ユニゾン・モードの設定をします  
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V.DETUNEV.DETUNEV.DETUNEV.DETUNE：オシレーター間のデチューン量を設定します     
 

補足！補足！補足！補足！    “V DETUNE”つまみはユニゾン・モードで容易に各オシレーターの周波数をデチューンさせることができ、コーラ
ス・エフェクトをかけたような効果を得ることができます。ユニゾン・モードを使用していない場合は、このつまみでア
ナログ・シンセサイザー特有のオシレーターの不安定さを演出することができます。 

 

6.1.11 ホイールホイールホイールホイール  

バーチャル・キーボード左側にはオシレーター周波数を変調するピッチベンド・ホイール“PITCH”
と LFO のモジュレーション・レイトを変調するモジュレーション・ホイール“MOD”があります
。 

 
PITCHPITCHPITCHPITCH：オシレーターのピッチ（周波数）を変調します  
MODMODMODMOD    ：LFO のモジュレーション・レイトを変調します  
 

 

ホイール 

注意！ モジュレーション・ホイールが 0 になっている場合は LFO によって変調されたサウンドを聴くことができませ
ん。また、モジュレーション・ホイールの位置（設定値）は作成しているプリセット音色にも保存されることに注意して
ください。. 

 

6.26.26.26.2 プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット VS  VS  VS  VS モードモードモードモード    

“プロフェット VS モード”はこのモード自体でもユニークで力強いサウンドを作り出せるだけで
なく、プロフェット 5 モードを補完してより斬新なサウンドを作り出すことも可能です。  

このモードの音色作成はウェーブ・テーブル方式、ベクトル・シンセシスを用いています。この
方式では 96 種類もの波形の中から 1 つを選択してオシレーターにアサインすることができ、バ
ラエティに富んだ音色を作成することを可能にしています。また、最大 4 つのオシレーターの波
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形をミックスしてユニークなサウンドにすることもできます。しかも、波形をミックスさせる割
合は最大 4 種類設定でき、この 4 種類を徐々に切り替えていくことも可能です。  

 

 

プロフェット VS モード  

プロフェット VS モードで使用するパラメーター： 
 
� 4 4 4 4 基のオシレーター基のオシレーター基のオシレーター基のオシレーター ：オシレーターA から D に波形をアサインして使用  
� ミキサーミキサーミキサーミキサー ：各オシレーターの音量バランスをジョイスティックで  

 自動制御可能  
� マルチモード・レゾナント・フィルターマルチモード・レゾナント・フィルターマルチモード・レゾナント・フィルターマルチモード・レゾナント・フィルター        
� アンプアンプアンプアンプ        
� ポイント・エンベロープポイント・エンベロープポイント・エンベロープポイント・エンベロープ ：フィルター変調とアンプ変調用  
� 2 2 2 2 基の基の基の基のLFOLFOLFOLFO（ロー・フリケンシー・オシレーター）（ロー・フリケンシー・オシレーター）（ロー・フリケンシー・オシレーター）（ロー・フリケンシー・オシレーター）        
� モジュレーション・マトリックスモジュレーション・マトリックスモジュレーション・マトリックスモジュレーション・マトリックス        
� コーラス・エフェクトコーラス・エフェクトコーラス・エフェクトコーラス・エフェクト////ディレイ・エフェクディレイ・エフェクディレイ・エフェクディレイ・エフェクト  
 

6.2.1 オシレーターオシレーターオシレーターオシレーター  

このモードでは４つのオシレーターを使用することができます。 
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オシレーターでは基本となる音程（周波数）や音色を設定します。プロフェット 5 モードとの大
きな違いは、このモードではあらかじめサンプリングされている波形をオシレーターにアサイン
して音色や効果音を作成していくところです。これによりアナログ・シンセサイザーでは作成す

ることが困難であった音色も容易に作成することができます。 

オシレーターに波形をアサインするにはオシレーター名の右側に表示されている「数字」をクリ
ックしてください。すると現在選択されている波形がグラフィカルに表示されますので、マウス
をクリックしたままアサインしたい波形までマウスを上下にドラッグしてください。  

 

FREQFREQFREQFREQ    ：基本音程から上下 2 オクターブの範囲を半音単位で設定        
FINEFINEFINEFINE    ：オシレーターのファイン・チューニングを設定     
SHAPESHAPESHAPESHAPE：オシレーター名右側の LCD 画面でオシレーターにアサインする波形を選択  
 

 

オシレーター 

 

波形の選択 
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6.2.2 ミキサー（ジョイスティック）ミキサー（ジョイスティック）ミキサー（ジョイスティック）ミキサー（ジョイスティック） 

ミキサーで 4 つのオシレーターの波形をミックスする割合を設定します。ミックスする割合はジ
ョイスティックの位置で指定します。ジョイスティックの周囲に表示されている“A,B,C,D”の位置
がそれぞれのオシレーターの最大音量をあらわしています。 

 

ジョイスティックジョイスティックジョイスティックジョイスティック：リアルタイムに 4 つのオシレーター・ボリュームを調節可能 

 

 

ミキサー（ジョイスティック）  

ジョイスティックをダブルクリックすることで、センター・ポジションに戻ります。 

6.2.3 ミキサー（エンベロープ）ミキサー（エンベロープ）ミキサー（エンベロープ）ミキサー（エンベロープ）  

ミキサー（ジョイスティック）で設定した各オシレーターの音量バランスは最大で 5 種類設定す
ることができます。  

プロフェット VS インターフェイスの右上にある LCD 画面に表示されている“ENVELOPEENVELOPEENVELOPEENVELOPE”をク
リックし、左下に表示されている“MIXERMIXERMIXERMIXER”をクリックしてください。 

ジョイスティック部分によく似た画面が表示されます。ミキサーのエンベロープは 4 つのポイン
トで構成され、画面の中央にジョイスティックの位置に相当するポイントが 0 から 4 まであり
ます。 

それぞれのポイントを設定するためには画面中央をクリックしたまま希望する音量バランスの位
置までマウスをドラッグします。その後、ポイント“0”からポイント“1”というように設定したポイ
ントから次のポイントに変化する時間を設定します。 

この設定はジョイスティックの下に位置する“ENVELOPEENVELOPEENVELOPEENVELOPE”モジュールにある 4 つのつまみで設定
します。このつまみを操作すると先ほど設定した LCD 画面の右側に表示されている“T1”から“T4”
までの数値が変化します。このつまみをマウスでドラッグして各ポイントが変化していく時間を
設定してください。  
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ENVELOPEENVELOPEENVELOPEENVELOPE（エンベロープ）（エンベロープ）（エンベロープ）（エンベロープ） ：各オシレーターの音量バランスを自動的に設定するパラメータ
ーで す。5 つのポイント（0 から 4）を使用してノートが発
音されている間に音量バランスを順次変化させていくことも可能

です。  
LOOPLOOPLOOPLOOP（ループ）（ループ）（ループ）（ループ）  ：ループ機能を使用してエンベロープの各ポイント間をループさ

せることができます。ポイント“0”からポイント“3”へ、またはポイ
ント“1”とポイント“3”を繰り返すなど様々な設定が可能です。鍵盤
を離すとループ機能も中断され、エンベロープで設定した変化も
終了します。  

REPEATREPEATREPEATREPEAT（リピート）（リピート）（リピート）（リピート）     ：リピート機能を使用してエンベロープで設定したポイント間を繰り返
す回数を指定することができます。※“C”は無限ループ-) 

 

 

ミキサー・エンベロープ  

6.2.4 フィルターフィルターフィルターフィルター  

プロフェット VS モードで使用できるフィルターはマルチモード・フィルターです。プロフェッ
ト 5 モードで使用したローパス・レゾナント 24dB フィルターに加え、ハイパス・フィルター
、バンドパス・フィルター、バンドリジェクト・フィルターを使用することができます。 

MIX LVLMIX LVLMIX LVLMIX LVL：フィルターに送るオシレーターの信号量を設定します  
FREQFREQFREQFREQ    ：フィルターのカットオフ周波数を 10Hz から 25KHz の範囲で設定します  
RESORESORESORESO    ：フィルターのレゾナンスを設定します  
 

 

 

フィルター・モジュール 

ローパス・レゾナント 24dBフィルター(LP Filter) 
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ローパス・レゾナント 24dB フィルターは典型的なフィルターです。このフィルターはカットオ
フ周波数で設定した周波数より高い周波数を減少させます。  

 

 

ローパス・レゾナント 24dB フィルター 

 

残り 3 つのフィルターはオリジナルの Prophet VS™ には搭載されていないフィルターですが、

他の数多くのアナログ・シンセサイザーに搭載されていたフィルターです。スロープはすべて 
12dB タイプのフィルターですが、これらのフィルターによってプロフェット V2 の音色作りの
可能性がより広がるでしょう。 

 

ハイパス・レゾナント・フィルター (HP Filter) 

ハイパス・フィルターはローパス・フィルターとは反対にカットオフ周波数で設定した周波数よ
り低い周波数を減少させます 

 

 

ハイパス・レゾナント・フィルター 
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バンドパス・フィルター(BP Filter) 

バンドパス・フィルターはローパス・フィルターとハイパス・フィルターを組み合わせたような
フィルターです。このフィルターではカットオフ周波数で設定した周波数より高い周波数と低い
周波数を減少させます。設定した周波数帯を強調することができるのでより鋭いサウンドを作る
ことができます。  

 

 

バンドパス・フィルター 

 

 

 

バンドリジェクト・フィルター（ノッチ・フィルター） 

バンドリジェクト・フィルター（ノッチ・フィルター）はバンドパス・フィルターとは反対にカ
ットオフ周波数で設定した周波数付近の周波数を減少させます。  

レゾナンスを上げることで設定した周波数帯のたるみをより強調させることができます。 

 

 

バンドリジェクト・フィルター（ノッチ・フィルター） 
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注意！ フィルターのレゾナンスを上げすぎるとフィルターがかかりすぎて効果的にフィルタリングされたサウンドを聴く
ことができなくなります。 

 

6.2.5 フィルター・エンベロープフィルター・エンベロープフィルター・エンベロープフィルター・エンベロープ  

フィルターのエンベロープをエディットするにはフィルターの“ENVELOPE”モジュールの下側に
ある“EDIT”ボタンをクリックしてください。  

プロフェット VS インターフェイスの右上にある LCD 画面にエンベロープのエディット画面が
表示されます。  

フィルターのエンベロープはイニシャル・レベル（初期値）であるポイント“0”からリリース・タ

イムに相当するポイント“4”までの 5 つのポイントで設定します。  

初期値であるポイント“0”は 1 種類のパラメーター（レベル）、ポイント“1”からポイント“4”まで
はレベルとタイムの 2 つのパラメーターで設定します。タイムは次のポイントまでの移動時間を
0.00 から 10000ms の範囲で設定します。  

ポイントをエディットするためには LCD 画面でエディットしたいポイントをクリックしたまま
希望の位置（レベルとタイム）までドラッグしてください。垂直方向でレベル、水平方向でタイ
ムを設定することができます。 

このエディット画面は LCD 画面上部の“ENVELOPES”パネルをクリックし、“FILTER”オプショ
ンを選択して切り替えることができます。 

 

 

 

 

 

5 5 5 5 ポイント・フィルターポイント・フィルターポイント・フィルターポイント・フィルター ：フィルターのカットオフ周波数の閉開を設定します。5 つのポイント
（0 から 4）を使用してノートが発音されてからリリースまでのフ
ィルター変化をレベル、タイムというパラメーターで調節していき
ます。  

LOOPLOOPLOOPLOOP（ループ）（ループ）（ループ）（ループ）  ：ループ機能を使用してエンベロープの各ポイント間をループさせる
ことがで 
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 きます。ポイント“0”からポイント“3”へ、またはポイント“1”とポイン
ト“3”を繰り返すなど様々な設定が可能です。鍵盤を離すとループ機
能も中断され、エンベロープで設定した変化も終了します。  

REPEATREPEATREPEATREPEAT（リピート）（リピート）（リピート）（リピート）    ：リピート機能を使用してエンベロープで設定したポイント間を繰り返す
回数 
を指定することができます。※“C”は無限ループ 

 

 

フィルター・エンベロープ 

6.2.6 アンプアンプアンプアンプ / パンパンパンパン 

プロフェット VS モードの基本的な音量と各オシレーターの定位を設定します。  

この“PAN”で各ボイスの定位を設定します。各ボイスの切り替えはこのモジュールのタイトル部
分にある“VOICE”横の LCD 画面をクリックして選択します。ここでいうボイスとは現在再生さ
れている 1 音を指しています。  

  

VOLUMEVOLUMEVOLUMEVOLUME：プロフェット VS モードの音量を設定します  

PANPANPANPAN： 各ボイスの定位を設定します  

VOICEVOICEVOICEVOICE： 設定するボイスを選択します  

 

 

 

アンプ 
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6.2.7 アンプ・エンベロープアンプ・エンベロープアンプ・エンベロープアンプ・エンベロープ  

アンプ・エンベロープをエディットするためには、“AMPLIFIER / PAN”モジュールのすぐ下にあ
る“ENVELOPE”モジュール内にある“EDIT”ボタンをクリックします。  

プロフェット VS インターフェイスの右上にある LCD 画面にエンベロープのエディット画面が
表示されます。  

アンプのエンベロープはイニシャル・レベル（初期値）であるポイント“0”からリリース・タイム
に相当するポイント“4”までの 5 つのポイントで設定します。  

  

初期値であるポイント“0”は 1 種類のパラメーター（レベル）、ポイント“1”からポイント“3”まで
はレベルとタイムの 2 つのパラメーターで設定します。ポイント“4”はリリース・タイムの相当
するためレベルは常に“0”に設定され、タイムを 0.00 から 10000ms の範囲で設定します。  

  

このエディット画面は LCD 画面上部の“ENVELOPES”パネルをクリックし、“AMPLIFIER”オプシ
ョンを選択して切り替えることができます。 

 

AMPLIFIERAMPLIFIERAMPLIFIERAMPLIFIER    ::::    フィルターのカットオフ周波数の閉開を設定します。5 つのポイント（0 から 
4）を使用してノートが発音されてからリリースまでのフィルター変化をレベル
、タイムというパラメーターで調節していきます。  

LOOPLOOPLOOPLOOP（ループ）（ループ）（ループ）（ループ）     ：ループ機能を使用してエンベロープの各ポイント間をループさせることがで
きます。ポ 

        イント“0”からポイント“3”へ、またはポイント“1”とポイント“3”を繰り返すなど
様々な 

  設定が可能です。  
  
REPEATREPEATREPEATREPEAT（リピート）（リピート）（リピート）（リピート）：リピート機能を使用してエンベロープで設定したポイント間を繰り返す

回数を指定 
 することができます。※“C”は無限ループ 
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アンプ・エンベロープ  

 

 

 

6.2.8 LFO（ロー・フリケンシー・オシレーター）（ロー・フリケンシー・オシレーター）（ロー・フリケンシー・オシレーター）（ロー・フリケンシー・オシレーター） 

2 つの LFO（ロー・フリケンシー・オシレーター）をモジュレーション・ソースとして使用する
ことができます。LFO を使用すると様々なパラメーターを周期的に変調させることができます。  

LFO と変調させたいパラメーターの接続は、プロフェット VS インターフェイス右側にある 
LCD 画 面 の モ ジ ュ レ ー シ ョ ン ・ マ ト リ ッ ク ス 画 面 で 行 な い ま す 。 LCD 画 面 上 部 の “
MODULATION”パネルをクリックし、LFO と変調させるパラメーターの交差点をクリックしてく
ださい。  

 

• RATE：LFO の周期スピードを設定します  

• SYNC：LFO の周期をホスト・アプリケーションの MIDI テンポにシンクさせます  

WAVE：タイトル部分右側の LCD 画面をクリックして LFO にアサインする波形を選
択します  

• 三角波（Tri）  
• 矩形波（Square）  
• ノコギリ波（Saw）  
• 逆ノコギリ波（Ramp）  
• ランダム（Random）  
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LFO 

6.2.9 モジュレーシモジュレーシモジュレーシモジュレーション・マトリックスョン・マトリックスョン・マトリックスョン・マトリックス 

“モジュレーション・マトリックス”は LFO やエンベロープなどをモジュレーション・ソースとし
て利用し、オシレーターの周波数やパルスワイズ、フィルターのカットオフ周波数など様々なパ
ラメーターの変調を行なうことができる機能です。  

モジュレーション・マトリックスの設定はプロフェット VS インターフェイス右上の LCD画面
で行ないます。“MODULATION”パネルをクリックすると設定画面に切り替わります。  

 

モジュレーション・ソース（変調用パラメーター）：※画面左側に表示  

• LFO1  
• LFO2  
• PRESSURE（キー・プレッシャー）  
• VELOCITY（ベロシティ）  
• KEYB（キーボード）  
• FILT ENV（フィルター・エンベロープ）  
• AMPL ENV（アンプ・エンベロープ）  
• MOD WHEEL（モジュレーション・ホイール）  
 JOYSTICK X（ジョイスティック X） 
 JOYSTICK Y（ジョイスティック Y） 

 

 

モジュレーション・ディスティネ-ション（変調先パラメーター）：※画面上側に表示  

• FREQ A（オシレーター A の周波数）  
• FREQ B（オシレーター B の周波数）  
• FREQ C（オシレーター C の周波数）  
• FREQ D（オシレーター D の周波数）  
• MIX A-C（ジョイスティックの横方向）  
• MIX B-D（ジョイスティックの縦方向）  
• CUTOFF（フィルターのカットオフ周波数）  
• FILT ENVELOPPE（フィルター・エンベロープ）  
• LFO1 RATE（LFO 1 のオシレーター周波数）  
• LFO1 AMOUNT（LFO 1 の変調量）  
• LFO2 RATE（LFO 2 のオシレーター周波数）  
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• LFO2 AMOUNT（LFO 2 の変調量）  
• VS VOLUME（プロフェット VS のボリューム）  
• AMPL ENVELOPPE（アンプ・エンベロープ）  

• AMPL ENVELOPPE（アンプ・エンベロープ）  
• PANORAMIC（パン） 
 
それぞれのパラメーターはモジュレーション・ソースとモジュレーション・ディスティネ-ション
が交差するポイントをクリックして接続します。交差したポイントがオレンジ色に点灯すれば接
続されています。  

 

 

モジュレーション・マトリックス 

 

 

Click on the white points to add a modulation connection 

6.2.10 コーラスコーラスコーラスコーラス / ディレイ・エフェクトディレイ・エフェクトディレイ・エフェクトディレイ・エフェクト 

“プロフェット V2”ではサウンドに広がりを与えるコーラス・エフェクトとディレイ・エフェクト
という 2 種類のエフェクトを使用することができます。 

エフェクトの設定はプロフェットプロフェットプロフェットプロフェット VS VS VS VS インターフェイスの右側にある LCD 画面で“EFFECTS”パ
ネルをクリック、またはツール・バーの“EFFECTS EDIT”アイコンをクリックして行ないます。
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これらのエフェクトの設定はツール・バーにある“CHORUS”ボタン、または“DELAY”ボタンをク
リックすると有効になります。 

 

1.1.1.4 コーラス・エフェクト 

コーラス・エフェクトは“RATE”、“DEPTH”、“DRY/WET”の 3 種類のつまみを使用してエフェク
ト効果を付加します。 

3 種類のつまみの下にある 3 つのスイッチで様々なコーラス・タイプを選択することができます
。シンプルなもの、深めの効果をもつタイプなどアナログ・シンセサイザー特有のコーラス効果
を表現することが可能です。  

 

RATERATERATERATE    ：コーラスの揺れ具合（速さ）を調節します  
DEPTHDEPTHDEPTHDEPTH        ：コーラス効果の深さを調節します  
DRY/WETDRY/WETDRY/WETDRY/WET    ：原音とエフェクト処理されたサウンドとのバランスを調節します        
TYPETYPETYPETYPE    ：3 種類のコーラス・タイプから選択します  
 

 

コーラス・エフェクト 

1.1.1.5 ディレイ・エフェクト 

ディレイ・エフェクトは以下の 5 種類のつまみを使用してエフェクト効果を付加します。  

� TIME L / TIME RTIME L / TIME RTIME L / TIME RTIME L / TIME R：：：：左右チャンネルのディレイ・タイムを設定します  

� FEEDBK L / FEEDBK RFEEDBK L / FEEDBK RFEEDBK L / FEEDBK RFEEDBK L / FEEDBK R:：左右チャンネルでこだまさせる回数を設定します  

� DRY/WETDRY/WETDRY/WETDRY/WET：原音とエフェクト処理されたサウンドとのバランスを調節します  

� SYNCSYNCSYNCSYNC：ディレイ・タイムをホスト・アプリケーションの MIDI テンポに同期させます 

 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 98 

 

ディレイ・エフェクト 

6.2.11 プレイ・モードプレイ・モードプレイ・モードプレイ・モード 

プロフェット VS インターフェイス右上の LCD 画面で“PLAY MODE”パネルをクリックすると
このモードでの基本的な音量や音程、その他にグライド、ユニゾン・モードを設定する画面が表
示されます。  

“GLIDE”つまみ右のスイッチを ON にするとノートを演奏した際に徐々にオシレーターの周波数
が変化するようにすることができます。つまり、バイオリンのグリッサンドのような効果を演出
することができるようになります。徐々に変化させるスピードは“GLIDE”つまみで設定してくださ
い。  

 

VOLUMEVOLUMEVOLUMEVOLUME    ：プロフェット VS モードの基本的な音量を設定します  
TUNETUNETUNETUNE    ：シンセサイザーの基本的な音程を設定します     
UNISONUNISONUNISONUNISON    ：演奏モードを“ユニゾン・モード”にします  
V. DETUNEV. DETUNEV. DETUNEV. DETUNE：各ボイス間の周波数をデチューンさせます        
HOLDHOLDHOLDHOLD    ：演奏モード“ホールド・モード”にします        
LEGATOLEGATOLEGATOLEGATO    ：演奏モードを“レガート・モード”にします（モノ・モードでのみ動作）        
GLIDEGLIDEGLIDEGLIDE    ：グライド・モードの ON/OFF とグライドさせる時間を設定します  
• OFF  
• ON  
• LEGATO（モノ・モードでのみ動作）  
        
PITCH RANGEPITCH RANGEPITCH RANGEPITCH RANGE：ピッチベンド幅を設定します 
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プレイ・モード 

 

6.2.12 ホイールホイールホイールホイール 

PITCHPITCHPITCHPITCH    ：オシレーターのピッチ（周波数）を変調します  
MODMODMODMOD    ：LFO のモジュレーション・レイトを変調します 
 

注意！ モジュレーション・ホイールが 0 になっている場合は LFO によって変調されたサウンドを聴くことができませ
ん。また、モジュレーション・ホイールの位置（設定値）は作成しているプリセット音色にも保存されることに注意して
ください。 

 

6.36.36.36.3 ハイブリッド・モードハイブリッド・モードハイブリッド・モードハイブリッド・モード        

このモードではプロフェット 5 とプロフェット VS という 2 つのシンセサイザーを使用したこ
れまでにないまったく新しいサウンドを作り出すことができます。モードを切り替えるにはツー
ル・バーの“HYBRID”アイコンをクリックしてください。  

このインターフェイスには 2 つのシンセサイザーの全パラメーターとこれから紹介するパラメー
ターがすべて搭載されています。  

ここでは主にこのモード特有のパラメーターについて説明していくことにします。これから紹介
するパラメーターはプロフェット VS モード右上の LCD 画面で確認することができます。  
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ハイブリッド・モード  

6.3.1 オーディオ接続マトリックスオーディオ接続マトリックスオーディオ接続マトリックスオーディオ接続マトリックス 

オーディオ接続マトリックスはその名の通り、オシレーターからフィルターへの接続など、両シ
ンセサイザーのオーディオ信号のルーティングを設定するモジュールです。設定はプロフェット 
VS インターフェイス右上の LCD 画面で“AUDIO”パネルをクリックして行ないます。 

このルーティングは接続したいパラメーターが交差するポイントをクリックすると接続されます
。ポイントがオレンジ色になれば接続されています。 

1.1.1.6 オシレーターの選択：  

この画面左側に表示されたオシレーター部分（A から D まで）をクリックすると使用するオシ
レーターを最大 4 種類まで選択することができます。選択可能なオシレーター：  

• • オシレーター A：“OSC. A VS”、“OSC. A P5”、もしくは“none”  

• • オシレーター B：“OSC. B VS”、“OSC. B P5”、もしくは“none”  

• • オシレーター C：“OSC. A VS”、もしくは“none”  

• オシレーター D：“OSC. A VS”、もしくは“none”  
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補足！ CPU 負荷の関係上、4 つ以上のオシレーターを同時に使用することはできません。. 

 

    

オシレーター A の選択  

1.1.1.7 2 種類のフィルターへの接続  

オシレーター A から D までのオーディオ信号は 2 種類のフィルターへ接続することが出来ま
す。接続方法には以下の 3 種類が考えられます。 

• オシレーターの信号をプロフェット VS モードのフィルターへ接続する  
• オシレーターの信号をプロフェット 5 モードのフィルターへ接続する  
• プロフェット VS モードのフィルターとプロフェット 5 モードのフィルターを順列に接
続する  

 

フィルターの順列接続 

1.1.1.8 プロフェット 5 のノイズとフィルターの接続  

プロフェット 5 モードのノイズ・モジュールから出力される信号をプロフェット VS モードの
フィルターやプロフェット 5 モードのフィルター、または前項同様に両フィルターへ順列に接続
することができます。  
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ノイズ・モジュールとプロフェット VS フィルターの接続 

1.1.1.9 プロフェット 5 フィルター、プロフェット VS フィルターと VCA との接続 

フィルターと同様にアンプへ 2 つのシンセサイザーの信号を送る際も様々なルーティングを設定
することができます。 

6.3.2 モジュレーション・マトリックスモジュレーション・マトリックスモジュレーション・マトリックスモジュレーション・マトリックス  

このモードにおけるモジュレーション・マトリックスはプロフェット VS モードで見てきた機能
だけでなく、プロフェット 5 モードの各パラメーターとの接続を行なうことができます。 

つまりプロフェット VS モード単体で使用している時では不可能だったプロフェット 5 モード
のパラメーターをモジュレーション・ソースやモジュレーション・ディスティネ-ションとして使
用し、さらに複雑な変調を可能にしています。 

以下はモジュレーション・マトリックスでしようできるパラメーターです：  

 

モジュレーション・ソース（変調用パラメーター）モジュレーション・ソース（変調用パラメーター）モジュレーション・ソース（変調用パラメーター）モジュレーション・ソース（変調用パラメーター）：※画面左側に表示 

••••    LFO1LFO1LFO1LFO1（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    LFO2LFO2LFO2LFO2（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    PRESSUREPRESSUREPRESSUREPRESSURE（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    VELOCITYVELOCITYVELOCITYVELOCITY（プ（プ（プ（プロフェットロフェットロフェットロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    KEYBOARDKEYBOARDKEYBOARDKEYBOARD（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    FILT ENVELOPEFILT ENVELOPEFILT ENVELOPEFILT ENVELOPE（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    AMPL ENVELOPEAMPL ENVELOPEAMPL ENVELOPEAMPL ENVELOPE（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    MODULATION WHEELMODULATION WHEELMODULATION WHEELMODULATION WHEEL（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    LFO PROPHET 5LFO PROPHET 5LFO PROPHET 5LFO PROPHET 5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    FILT ENV PROPHET FILT ENV PROPHET FILT ENV PROPHET FILT ENV PROPHET （プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    AMPL ENV PROPHETAMPL ENV PROPHETAMPL ENV PROPHETAMPL ENV PROPHET（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）    
    
    
モジュレーション・ディスティモジュレーション・ディスティモジュレーション・ディスティモジュレーション・ディスティネネネネ----ション（変調先パラメーター）ション（変調先パラメーター）ション（変調先パラメーター）ション（変調先パラメーター）：※画面上側に表示  

••••    FREQ AFREQ AFREQ AFREQ A（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    FREQ BFREQ BFREQ BFREQ B（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
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••••    FREQ CFREQ CFREQ CFREQ C（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    FREQ DFREQ DFREQ DFREQ D（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    MIX AMIX AMIX AMIX A----CCCC（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        

••••    MIX BMIX BMIX BMIX B----DDDD（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    CUTOFFCUTOFFCUTOFFCUTOFF（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    FILT ENVELOPPEFILT ENVELOPPEFILT ENVELOPPEFILT ENVELOPPE（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    LFO1 RATELFO1 RATELFO1 RATELFO1 RATE（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット    VS VS VS VS モード）モード）モード）モード）        
••••    LFO1 AMOUNTLFO1 AMOUNTLFO1 AMOUNTLFO1 AMOUNT（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    LFO2 RATELFO2 RATELFO2 RATELFO2 RATE（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    LFO2 AMOUNTLFO2 AMOUNTLFO2 AMOUNTLFO2 AMOUNT（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    VS VOLUMEVS VOLUMEVS VOLUMEVS VOLUME（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    AMPL ENVELOPPEAMPL ENVELOPPEAMPL ENVELOPPEAMPL ENVELOPPE（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    PANORAMICPANORAMICPANORAMICPANORAMIC（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット VS  VS  VS  VS モード）モード）モード）モード）        
••••    FREQ A Pro5FREQ A Pro5FREQ A Pro5FREQ A Pro5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    FREQ B Pro5FREQ B Pro5FREQ B Pro5FREQ B Pro5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    VOL A Pro5VOL A Pro5VOL A Pro5VOL A Pro5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    VOL A Pro5VOL A Pro5VOL A Pro5VOL A Pro5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    PW A Pro5PW A Pro5PW A Pro5PW A Pro5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    PW B Pro5PW B Pro5PW B Pro5PW B Pro5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    NOISE Pro5NOISE Pro5NOISE Pro5NOISE Pro5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    CUTOFF Pro5CUTOFF Pro5CUTOFF Pro5CUTOFF Pro5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        
••••    VOL Pro5VOL Pro5VOL Pro5VOL Pro5（プロフェット（プロフェット（プロフェット（プロフェット 5  5  5  5 モード）モード）モード）モード）        

 

補足！ 例えば、ハイブリッド・モードからプロフェット 5 モードに切り替えた場合、オーディオ接続が自動的に切断さ
れますのでプロフェット VS のサウンドを聴くことができなくなります。しかし、再度ハイブリッド・モードに戻ればオ
ーディオ接続がもとの設定に戻り、再び以前設定したサウンドを聴くことができます。たとえモードを切り替えてもプロ
フェット VS モードの設定が消去されることはありません。 
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ハイブリッド・モードのモジュレーション・マトリックス  
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7777 減算方式シンセシスの基礎減算方式シンセシスの基礎減算方式シンセシスの基礎減算方式シンセシスの基礎    

減算方式の音色作成は 1960 年代の終わりごろに登場した初期のアナログ・シンセサイザーに使
用され、最もポピュラーな音色作成方式です。この方式を採用していたシンセサイザーには、
Moog（モーグ）、Sequential Circuits社のプロフェット・シリーズ、ARP（アープ）、EMS、 
Oberheim（オーバーハイム）、ローランドのSHシリーズやジュビター・シリーズ、ヤマハのCS
シリーズ、コルグのMSシリーズやPSシリーズがあります。しかし、1980 年代になると純粋なア
ナログ・シンセサイザーは次第に数を減らし、代わりにProphet VS™ のようにサンプリングされ
た波形を使用するウェーブ・テープル方式のシンセサイザーが主流となりました。  

“プロフェット V2”ではプロフェット 5 モードでは減算方式、プロフェット VS モードでウェー
ブ・テーブル方式の音色作成を採用し、さらにそれらを組み合わせて使用することも可能です。
これによりこれまでにない斬新な音色を生み出すことを可能にしています。  

基本的な特徴基本的な特徴基本的な特徴基本的な特徴 

数ある音色作成方式の中でも“減算方式”はもっとも歴史があり、今日でもサウンド・デザイナーや
ミュージシャンに愛用されている音色作成方式です。この方式では複雑なテクニックを特に必要
とせず、手軽にアナログ・シンセサイザー特有のざらつき感ある味のある音色を作成することが
できます。減算方式による音色作成の特徴は、サイン波とさまざま倍音によって自然なサウンド
を作り出すところにあります。またこの方式においてはノコギリ波を使用したリッチなサウンド
やフィルターを通すことで余分や倍音を取り除くこともできます。  

7.17.17.17.1 3 3 3 3 つの主要なモジュールつの主要なモジュールつの主要なモジュールつの主要なモジュール        

7.1.1  オシレーター（オシレーター（オシレーター（オシレーター（VCO）））） 

オシレーター（Voltage Controlled Oscillator Voltage Controlled Oscillator Voltage Controlled Oscillator Voltage Controlled Oscillator ＝＝＝＝    ボルテージ・コントロールド・オシレーターボルテージ・コントロールド・オシレーターボルテージ・コントロールド・オシレーターボルテージ・コントロールド・オシレーター）と
ノイズ・ジェネレーターは、プロフェット V における音色作りのスタート地点であると言えます
。オシレーターの音色信号（波形や音程）は音色の基本となり、原形となる音色信号を加工して
バイオリンや、ギターなどの音色に仕上げていきます。 

 

プロフェット 5 モードのオシレーター・セクション  
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プロフェット VS モードのオシレーター・セクション  

メインとなるオシレーターの設定：  

� オシレーターの周波数で基本となる音程を決めます。2 つのコントローラーでオシレータ
ーの周波数を設定しましょう。  

� « FREQ » を使用して基本となる周波数を決めます。上下 5 オクターブの範囲
を半音単位で設定します。  

  

� « FINE » ではファイン・チューンを設定することができます。このパラメータ
ーでオシレーター間の周波数をデチューンさせることができます。 

 

� 波形はオーディオ信号の倍音構成を決定します。プロフェット V では 6 種類の波形が用
意されています。 

� ノコギリ（鋸歯状）波は 3 種類の波形で最も多く倍音を含みます（高周波に倍
音の全てを含んでいます）。そのサウンドはブラスの音色とパーカッシブ・ベー

スの音色、あるいはそれらが融合した音色を作るのに向いています。  
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� スクエア（矩形）波はノコギリ波より「丸い」感じに聞こえます。しかしその豊
かなサウンドはノコギリ波のオクターブ下にサブ・ベース・サウンドとしての使
用や木管楽器（例えば少しフィルターを通すとクラリネット風サウンド）などに
使用できます。 
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� 三角波は矩形波のサウンドを更にフィルターをかけて倍音を減らした素朴な音に
聴こえます。三角波はサブ・ベースとしての使用やフルートのような音色などを
作成するのに適しています。 

 

三角波 

PWMPWMPWMPWM（パルスウィズ・モジュレーション）は矩形波の振幅周期が変調された波形です。これは « 
PW »、またはモジュレーション（エンベロープまたは LFO）により手動で変調を行なうことが
できます。また、振幅幅のバリエーションはスペクトルの変調によるウェーブ・フォームの変化
にそっくりです。  

古典的なアナログ・シンセサイザーと違ってプロフェット VS モードではプロフェット VS モー
ドで使用できるウェーブ・テーブルを使用してパルス幅が変更できるので、非常に多くの基本波
形のバリエーションを得ることができます。  

 

 

プロフェット 5 モードの波形 

 

プロフェット VS モードの波形例 
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オシレーター・シンクオシレーター・シンクオシレーター・シンクオシレーター・シンクさせることで、さらに複雑な波形を作りだすことができます。たとえば、
オシレーター2 をオシレーター1 にオシレーター・シンクさせた場合、オシレーター1 が 0 位
置に達するたびにオシレーター2 の波形は周期の途中であっても強制的に 0 位置にリセットされ

ますオシレーター2 のピッチを高くチューニングするほど複雑な波形を得ることができます。  
（ここでは、2 つのオシレーターのピッチが同じに設定されてない例を挙げて説明しています）  
 

 

 

前ページの図はオシレーター 2 がオシレーター 1 によって強制的にシンクされ、二倍の振幅にチューニングされたもの
です。これによってレイヤーやフィルター効果のような通常のシンセシス・テクニックでは作り出せないユニークな波形
を作ることができます。 

 

フリケンシー・モジュレーション（フリケンシー・モジュレーション（フリケンシー・モジュレーション（フリケンシー・モジュレーション（FMFMFMFM））））は、1 基目の正弦波オシレーターを 2 基目のオシレー
ターのモジュレーション入力に接続することによって作り出されます。プロフェット V2 では、
モジュレーション・レイトを増加させることでより豊かなハーモニクスを得ることができます。
Square（矩形波）や、Saw（ノコギリ波）を選択することで歪んだ音色を作ることができます。
この方法は、面白い倍音を得られることがあり、ベルや特殊な効果音を作るときに有効と言える
でしょう。 
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ノイズ・モジュール 

ノイズ信号のスペクトルを見ると同じレベルで全ての周波数を含んでいます。ノイズ・モジュー
ルは風の音やスペシャル・エフェクトを作るのに適しています。ホワイト・ノイズはノイズの中
で最も豊かなノイズ成分を含んでいます。一般的なシンセサイザーにはローパス・フィルターを
かけたホワイト・ノイズよりも高周波成分が少なくなっているピンク・ノイズも用意されていま
す。  

ノイズのオーディオ出力は（特に強くフィルターをかけた時に効果的です）ランダム周期のバリ
エーションを作るための変調信号としても使用できます。  

モジュラー・タイプのシンセサイザーと違い、すでに内部で結線されたシンセサイザーでは、ノ
イズ・モジュールはウェーブ・フォームの一つとしてオシレーターに統合され、オシレーター出
力として扱われるか、ミキサーに直接つながれその信号をフィルターに送るようになっています
。 

 

プロフェット 5 モードではミキサー・モジュールの中でノイズ・モジュールのボリューム調節を行ないます。 

 

 

プロフェット V２ のノイズ・モジュール 

7.1.2  ミキサーミキサーミキサーミキサー 

通常、オシレーターから出力されたオーディオ信号はフィルター・モジュール(VCFVCFVCFVCF)へ送られます
。  
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プロフェット V には 2 種類のミキサー・モジュールがあります：  

- プロフェット 5 モードのミキサー・モジュール：  

  

オシレーター A とオシレーター B、およびノイズ・モジュールのボリューム調整を行ないます
。ミキサー・モジュールには変調用の入力先がないため手動で設定します。  

  

 

 

プロフェット 5 モードのミキサー・モジュール 

- プロフェット VS モードのミキサー・モジュール：  

  

プロフェット 5 モードのミキサーと同様に 4 つオシレーターのボリューム調整を行ないます。
各オシレーター間のボリュームはダイヤモンド型の縁取られたモジュール内にあるジョイスティ
ックの位置によって設定します。A,B,C,D と書かれている位置ががそれぞれのオシレーターのボ
リュームが最大になるポイントです。  

また、このオシレーター間のボリューム調整は最大 4 種類まで設定でき、それぞれのポイント間
を時間的に変化させていくことやモジュレーション・マトリックスのモジュレーション・ソース
としても使用することもできます。詳しくはミキサー（エンベロープ）、 モジュレーション・マ
トリックスの章を参照してください。 
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プロフェット VS モードのミキサー・モジュール（ミキサー・エンベロープ） 

7.1.3  フィルター（フィルター（フィルター（フィルター（VCF））））  

オシレーターで 生成されたオーディオ 信号は、通常、フィル ター・モジュー ル（ Voltage 
Controlled Filter ＝ ボルテージ・コントロールド・フィルター）へと流れていきます。フィルタ
ーはカットオフ周波数で指定された周辺の倍音を削ります（これが減算方式と呼ばれる所以です
）。フィルターは洗練されたイコライザーと考えることができ、場合に応じて指定した周波数よ
りも低い周波数成分、もしくは高い周波数成分をカットすることができます。  

必要のない成分をカットする傾斜をフィルター・スロープによって決めることができます。この
フィルター・スロープは dB/Octave という単位で表されます。アナログ・シンセサイザーで使用
されているフィルターは、通常 12dB/Octave もしくは、24db/Octave です。24dB/Octave タイ
プのフィルターは、12dB/Oct のフィルターよりも、強力なフィルタリングが可能です。  

  

プロフェット V では 24 dB/Oct slope タイプのフィルターを 1 種類搭載しています。 

 

 

 

プロフェット 5 モードではこのタイプのフィルターを 1 種類使用できますが、その特性は以下の
通りです。 
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� ローパス・フィルターローパス・フィルターローパス・フィルターローパス・フィルター（LPF）はカットオフ周波数で設定した周波数より高い周波数を取り
除きます。一般的なフィルターはこのローパス・フィルターです。そして低い周波数だけ
を通過させます音色が «明るく» なったり «暗く» なったりするのはこの設定に依存して

います。  

 

このタイプのフィルターはビンテージ・シンセサイザーから今日のデジタル・シンセシザーに至
るまで非常に多くの減算方式のシンセサイザーで使用されています。 

 

 

ローパス・レゾナント・フィルター 

プロフェット VS モードではその他に以下のフィルター使用することができます： 

 

� ハイパス・フィルター（HP Filter）  

ハイパス・フィルターハイパス・フィルターハイパス・フィルターハイパス・フィルター（HPF）は、ローパス・フィルターとは正反対にカットオフ周波数で指定
した周波数よりも低い周波数成分をカットします。余分な低周波数成分を取り除くときに有効で
す。  
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ハイパス・レゾナント・フィルター  

� バンドパス・フィルター（BP Filter） 

バンドパス・フィルター（BPF）は、カットオフ周波数で指定した周波数成分を残して高周波数
、および低周波数成分をカットします。特定の周波数を強調したい場合に有効です。縮み上がっ
た音色を作ることができます 

 

 

バンドパス・フィルター 

� バンドリジェクト・フィルター（ノッチ・フィルター）  

バンドリジェクト（ノッチと表現されることもあります）は、カットオフ周波数で指定した周波
数部分を著しくカットし、そのほかの周波数を残します。このフィルターは周波数帯域をいろい
ろ変化させるとおもしろい効果を生み出します。プロフェット V では、LFO によってカットオ
フ周波数を変えることができます。これによりフェイズ効果に近い効果を得ることが可能です。 

 

 

バンドリジェクト・フィルター  
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カットオフ周波数で指定した周波数帯のサウンドに独特のクセをつけるコントローラーにレゾナ
ンスがあります。レゾナンスは « Emphasis »、もしくは « Q » と表記されることもあり、カッ
トオフ周波数付近の周波数成分を強調することでサウンドを変化させます。レゾナンスの値を増

加させるとカットオフ周波数以前の周波数成分は変わらず、カットオフ周波数以降の周波数成分
が減少します。  

プロフェット V では « RESO » つまみによってレゾナンスの発振量を設定します。  

レゾナンスの発振量を増やすとフィルターはさらに精選され、カットオフ周波数帯域が増幅され
ます。 
音色はピーピーと鳴るようになります。 
 

 

  

レゾナンスを高い値に設定すると、フィルターは次第に正弦波に近い音色を作り出します。この
場合、キー・フォローを使用することでオシレーターの周波数とカットオフ周波数をコントロー
ルでき、メロディーを生成することができます。  

 

 

プロフェット V２ のフィルター設定 

7.1.4 アンプ（アンプ（アンプ（アンプ（VCA））））  

アンプ（VVVVoltage CCCControlled AAAAmplifier ＝ ボルテージ・コントロールド・アンプリファイアー）は
フィルターから（または、フィルターを経由せずオシレーターから直接）オーディオ信号を受け
取り、信号が直接スピーカーに流れる前に時間経過によるボリューム変化を調整します。 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 116 

 

 

アンプ・モジュール（プロフェット 5 モード） 

結論として、基本的なサウンドの流れは以下のようになります。 

 

 

7.27.27.27.2 その他のモジュールその他のモジュールその他のモジュールその他のモジュール        

7.2.1 キーボードキーボードキーボードキーボード 

キーボードのひとつをクリックすると単一の音（鍵盤の音程）が出力され、離すまで鳴り続けま
す。事実上、オシレーターは音程が変わらない一定の持続音（波形のオーディオ出力）を発しま
す。キーボードは単に音を出力するだけでなく、フィルターのコントロールや音量の調節など、
様々な機能を持たせることもできます。  

� サウンドを発音や停止は、オシレーターに接続されたキーボードを使用します。キー（鍵盤
）が押されると音色が再生され、離すとミュートされます。プロフェット V ではこの接続
は MIDI によって内部接続されています。  

� また、音色をキーボード・ノートに正しくチューニングしたい場合、キー・フォロー・モジ
ュレーションを適用する必要があります（アナログ・シンセサイザーでは、通常 1 オクタ
ーブ毎に １ボルト電圧が上がる仕組みになっています）。  

 

外部 MIDI キーボードをお持ちでなくても、プロフェット V のバーチャル・キーボードで演奏することも可能です。 
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7.2.2 エンベロープ・ジェネレーター（エンベロープ・ジェネレーター（エンベロープ・ジェネレーター（エンベロープ・ジェネレーター（ADSR））））  

エンベロープ・ジェネレーターはアンプに接続されており、キーボードを押したときから離すま
での音色の時間経過による変化を設定する役割をもっています。 

ほとんどのエンベロープ・ジェネレーターは、以下の 4 つのパラメーターを持っています： 

• アタック・タイムアタック・タイムアタック・タイムアタック・タイムは、キーボードが押されてから最大値へたどりつくまでの時間です  

• ディケイ・タイムディケイ・タイムディケイ・タイムディケイ・タイムは、最大値にたどりついた音色がサスティン・レベルで指定されたレ
ベルにたどり着くまでの時間を設定します  

• サスティン・レベルサスティン・レベルサスティン・レベルサスティン・レベルは、キーボードが押されている間、発音される音量レベルです 

• リリース・タイムリリース・タイムリリース・タイムリリース・タイムは、鍵盤を離してから音色が消えるまでの時間です  

 

 

ADSR エンベロープ 

プロフェット VS モードでは 0 から 4 までの数字であらわされる 5 ポイント・タイプのエン
ベロープで設定します。ポイント“0”はエンベロープのイニシャル・レベル（初期値）を意味し、
レベル・パラメーターのみを設定します。ポイント“1”からポイント“4”まではレベルとタイムとい
う 2 つのパラメーターで設定を行ない、ポイント“4”がリリース・タイムに相当します。なお、
アンプ・エンベロープのポイント“4”はタイムのみの設定となります。  
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ADSR エンベロープ（プロフェット 5 モード） 

 

ADSR エンベロープ（プロフェット VS モード） 

7.2.3 ロー・フリケンシー・オシレーター（ロー・フリケンシー・オシレーター（ロー・フリケンシー・オシレーター（ロー・フリケンシー・オシレーター（LFO））））  

LFO は古典的なオシレーターと同じ特徴を持っており、20Hz 以下の周波数を作りだします。言
い換えると、LFO をアンプに接続しても人間の耳ではその音を聞くことはできません。 
 
LFO は音色そのものを作り出すものではなく、接続されたモジュールに対して周期的なモジュレ
ーションを与えるために使用されます。 
 

たとえば：  

• LFO をアンプのモジュレーション入力に接続した場合、音色のボリュームは LFO の
スピード（周波数）で設定された周期で出たり消えたりを繰り返します。これによって
トレモロ効果を作りだすことができます  

• ビブラート効果をつけるには LFO 出力の正弦波出力をオシレーターに接続します。こ
れにより、オシレーターの周波数が上下しビブラート効果をつけることができます 

• 最後に、LFO 出力をレゾナンスの効いたローパス・フィルターに接続してみましょう
。すると、ワウワウ効果を得ることができます  
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LFO によるビブラート  

 

プロフェット 5 モードの LFO モジュール 

補足！ “LOFREQ”ボタンを使用すると、LFO を使用したときより少ない CPU パワーでオシレーター Aや“POLY-MOD”
のフィルター変調を行なうことができます。 

 

7.37.37.37.3 ウェーブ・テーブル方式シンセシスウェーブ・テーブル方式シンセシスウェーブ・テーブル方式シンセシスウェーブ・テーブル方式シンセシス        

ウェーブ・テーブル方式の原理は基本的に減算方式のものと変わりありません。大きく違うとこ
ろはあらかじめシンセサイザーにサンプリングした波形を用意し、その波形をオシレーターにア
サインして音色を作成していくという点です。一般的なクラシック・シンセサイザーにはノコギ
リ波、矩形波、サイン波が搭載されていました。  

プロフェット VS モードのオシレーターにはアコースティック楽器や電子楽器など数多くの波形
を使用することができ、よりリッチなサウンドを作成することが可能です。また、これらの波形
を利用してプロフェット 5 モードで作成した音色を色づけることもできます。 
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7.47.47.47.4 プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット V2  V2  V2  V2 のモジュールのモジュールのモジュールのモジュール        

最終的に全体のシンセサイザー・スペックは次のようになります：  

• 基のオシレーター（プロフェット 5 モード：2 基、プロフェット VS モード：4 基
）  

• ノイズ・モジュール  

• ミキサー（オシレーター、ノイズ・モジュールの音量調整を行ないフィルターへ接続）  

• 2 種類のフィルター（プロフェット 5 モード：ローパス・レゾナント・フィルター、 

プロフェット VS モード：マルチモード・フィルター）  

• 2 系統のアンプ  

• 4 系統のエンベロープ（プロフェット 5 モード：2 系統、プロフェット VS モード
：4 系統）  

• 3 基の LFO（プロフェット 5 モード：1 基、プロフェット VS モード：2 基）  

• モジュレーション・マトリックス（プロフェット VS モード） 
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8888 サウンド・デザインの要素サウンド・デザインの要素サウンド・デザインの要素サウンド・デザインの要素    

この章ではプロフェット V2 での音色作成における、いくつかの凡例を紹介していきます。ここ
では難易度別に 3 つのステップに分けて説明します： 
 

 最初のステップはプロフェット 5 モード（減算方式シンセシス）の基本です。

最も基本的なプリセット音色（VCO オシレーターをVCA アンプへ出力したもの
）を使用して、ベル音色を作成します。複数のオシレーターやフィルター、アン
プ、フィルター、エンベロープ、オシレーターのフリケンシー・モジュレーショ
ンなどを使用してより豊かな音色を作成する手順を理解できます。  

  次のステップはプロフェット VS モード（ウェーブ・テーブル方式シンセシス
）の基本です。はマトリックス・モジュレーションの使用方法です。最初のステ
ップ同様、基本的な音色を使用してモジュレーション・マトリックス、オシレー
ター波形のミキシング・テクニックを紹介しています 

 最後のステップでは ハイブリッド・モードでの音色の作成方法です。これまでに
ないより豊かで斬新な音色の作成方法を紹介します。  

 

それでは早速それぞれのステップを見ていきましょう！ 

8.18.18.18.1 プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット 5  5  5  5 モード：ブラス音色を作成するモード：ブラス音色を作成するモード：ブラス音色を作成するモード：ブラス音色を作成する        

« Prophet 5 » アイコンをクリックしてプロフェット 5 モードにします。それではまず始めに基
本的な音色を作ってみましょう。ここでは 4 つの基本的なパラメーターを使用します： 

• 2 基のオシレーター（VCO A、VCO B）  
• ローパス・フィルター（VCF）  
• フィルター用ADSR エンベロープ  
• アンプ用ADSR エンベロープ  

 

このステップではこれらのパラメーターを使用して基本的な音色の作成方法を理解することがで
きます。では早速始めましょう。 
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プロフェット 5 モードのパラメーター 

� « Prophet 5 »« Prophet 5 »« Prophet 5 »« Prophet 5 » バンクのサブ・バンク « « « « Temp_Synth » Temp_Synth » Temp_Synth » Temp_Synth » から « Temp/Blank » « Temp/Blank » « Temp/Blank » « Temp/Blank » を選択します
。この音色を演奏してもサウンドが鳴らないと思うかもしれません。しかし心配することは
ありません。これはソフトウエアの不具合ではなく、アンプのボリュームしか設定されてい
ないためです。 

� オシレーター A の ノコギリ波スイッチをクリックしてください。これによりオシレータ
ー Aにノコギリ波が選択されます。鍵盤をクリックすると力強く明るいサウンドが再生さ
れます。 

 

 

オシレーター A の“ノコギリ波”アイコンをクリック 

� 同様にオシレーターBにも波形をアサインします。ノコギリ波スイッチを選択してください
。 

� オシレーターBの周波数を少しだけ変更するとデチューン効果によりより厚いサウンドにな
ります。 

 

 

オシレーター B をデチューンさせる  

� 次にローパス・フィルターにある « FREQ » を使用してフィルターのカットオフ周波数を
設定します。ここではパラメーターの値を 200.00 あたりに設定してみましょう。これによ
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りサウンドがマイルドになるだけでなく、フィルターをエンベロープで変調させたときの効
果がよりわかりやすくなります。 

� さらにフィルターの ADSR エンベロープを設定します。ではアタック・タイムを “40ms”
、ディケイ・タイムを “200ms”、サスティン・レベルを “0.25” に設定してください。これ
により音色のデュレーションが短くなります。 

 

 

アタック・タイムを設定する 

ここで作成した音色を“brass1”として保存しておきましょう。保存しておくことでいつでも好きなときに再度使用するこ
とができます。“SAVE AS”アイコンをクリックし、保存先として « new bank » を選択しましょう。先ほど作成した音
色が新たな音色バンクに保存されます。バンク名や音色名は任意の名前に変更することができますので、例えばバンク名
にあなたの名前、サブ・バンク名を“brass”、プリセット音色名を“brass1”としておくと後ほど探しやすいかもしれません
。また単純に現在選択されているバンクに追加保存することも可能です。この場合は、保存する際に« User » → « New 
subbank » → « New Preset » の順に選択して音色を保存してください。 

 

8.28.28.28.2 プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット 5  5  5  5 モード：パッド音色を作成する（モード：パッド音色を作成する（モード：パッド音色を作成する（モード：パッド音色を作成する（FMFMFMFM変調を利用）変調を利用）変調を利用）変調を利用）    

それでは先ほど作成した音色 “brass1” を利用して次の音色を作ってみましょう。 

ここではオリジナルの Prophet 5™ にも搭載されていた“POLY-MOD”機能を使用して音色を作成
します。ただし、プロフェット V の“POLY-MOD”機能はオリジナルの機能を遥かに凌ぎ、さらに
進化しています。そのほかにもここでは LFO を使用します。 

 

この音色で使用するモジュール、パラメーター： 

• 2 基のオシレーター（オシレーター B はLFOとして使用）  

• ミキサー  

• ローパス・フィルター  

• フィルター用ADSRエンベロープ  

• アンプ用ADSRエンベロープ  

• LFO（オシレーター A の矩形波のパルスワイズに接続）  

• オシレーター B の周波数（フィルターのカットオフ周波数を変調）  
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• コーラス・エフェクト  

 

� オシレーターとフィルターの間に位置するミキサーの設定から始めます。ミキサーでオシレ
ーター B の音量レベルを左いっぱいに回して完全にボリュームを下げてください。オシレ
ーター B はフィルターのカットオフ周波数を変調させる LFO として使用するため、ボリ
ュームを上げてサウンドを聞く必要がないからです。 

 

 

ミキサーでオシレーター B の音量レベルを下げる 

� オシレーター A の波形は矩形波を選択してください。 
� オシレーター B も同じ波形を選択します。 
� オシレーター B の “LO FREQ” ボタンをクリックして LFO モードにします。 

 

 

« LO FREQ » ボタンをクリックする 

 

 

 

� 次にローパス・フィルターのカットオフ周波数を 600.00 あたりまで上げてください。こ
れでサウンドが明るくなります。 

 

 

カットオフ周波数を上げる 
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� 同様にフィルターのレゾナンスも上げます。ここでは 3.50 くらいがよいでしょう。これは
共鳴させてフィルターを自己発振させるためです。  

 

 

フィルターのレゾナンスを上げる 

� プロフェット 5 インターフェイスの左上にある ““““POLYPOLYPOLYPOLY----MODMODMODMOD”””” モジュールを使用するとオ
シレーター BBBB の周波数を通じてフィルターのカットオフ周波数を変調させることができま

す。変調させるためには““““POLYPOLYPOLYPOLY----MODMODMODMOD”””” モジュールの ““““FILTFILTFILTFILT”””” ボタンをクリックします。次
に ““““OSC BOSC BOSC BOSC B”””” で変調させるレベルを設定します。ここでは 30303030 くらいに設定するとよいでし
ょう。これでフィルターのカットオフ周波数はオシレーター BBBB の周波数によって周期的に
変調されるよになります。  

 

 

“Poly Mod”モジュールの設定 

 

 

キーボード・フォローを有効にする 

 

� “LFOLFOLFOLFO”モジュールを使用してオシレーター AAAA で選択している矩形波のパルスワイズを変調
させます。今度はバーチャル・キーボードのすぐ左上にある “WHEEL MODWHEEL MODWHEEL MODWHEEL MOD” モジュールの 
“PWAPWAPWAPWA” ボタンをクリックしてください。 
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PWA ボタンを有効にする 

� “WHEEL MODWHEEL MODWHEEL MODWHEEL MOD” モジュール上に位置する “LFOLFOLFOLFO” モジュールで三角波を選択してください。  
� バーチャル・モジュレーション・ホイールでモジュレーション・レイト（変調量）を設定し

ます。ここでは 0.50 あたりがよいでしょう。 
� LFOLFOLFOLFOモジュールの “RATERATERATERATE”でモジュレーション・スピードを設定します。3.00Hz3.00Hz3.00Hz3.00Hz あたりに

設定しましょう。 

 

 

LFO 設定 

サウンドを広げたい場合はコーラス・エフェクトを使用しましょう。画面右上にあるモード・ボ
タンの右側に “Chorus” ボタンがあります。このボタンをクリックするとコーラス・エフェクト
が有効になります。  

 

 

 

EFFECTS EDIT アイコンをクリックする 

� “EFFECTS EDITEFFECTS EDITEFFECTS EDITEFFECTS EDIT” アイコンをクリックし、コーラス設定をエディットしましょう。 

� 原音とコーラス処理されたサウンドのバランスは « DRY/WETDRY/WETDRY/WETDRY/WET » で設定します。 

 

 

サウンドのバランスを調整する 

 

� 次に、« RATERATERATERATE » でコーラスのオシレーター・スピードを調節します。 
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� 最後に « DEPTH DEPTH DEPTH DEPTH » でコーラスの深さを設定します。 

� コーラス・エフェクトはその効果により 3 種類（Chorus 1Chorus 1Chorus 1Chorus 1、、、、Chorus 2Chorus 2Chorus 2Chorus 2、、、、Chorus 3Chorus 3Chorus 3Chorus 3）から選
択することができます。シンプルなものから強力なコーラス効果を付加するものまでコーラ
ス・レンジによって分類されています。 

 

 

コーラス設定 

ここで一度音色を保存しておきましょう。 

 

8.38.38.38.3 プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット VS  VS  VS  VS モード：モード：モード：モード：Sweet PadSweet PadSweet PadSweet Pad音色を作成する音色を作成する音色を作成する音色を作成する    

ここではプロフェット VS モード（ウェーブ・テーブル方式）における基本的な音色作りを紹介
します。このステップでは 4 つのオシレーターのさまざまな音色をアサインして重厚なパッド・
サウンドを作成していきます。  

� はじめに « Prophet VS » アイコンをクリックしてプロフェット VS モードにします。 

 

 

Prophet VS アイコンをクリックする 

� « ProVS » バンクのサブ・バンク « Templates » から « 4_Osc_Saw » を選択します。  

 

この音色で使用するモジュール、パラメーター： 

� 4 基のオシレーター  
� ローパス・フィルター  
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� アンプ  
� フィルター用エンベロープ  
� アンプ用エンベロープ  

� ジョイスティック（オシレーター・ボリュームの調節）  

 

それぞれのオシレーターに波形をアサインすることから始めましょう。  

 

� オシレーター A A A A に NoNoNoNo....35353535 の « VS1  VS1  VS1  VS1 » をアサインします。同様にオシレーターには 
No.39No.39No.39No.39 の «VS 38VS 38VS 38VS 38 »、オシレーター CCCC には No.63No.63No.63No.63 の « 32 32 32 32 » をアサインします。最後にオ
シレーター D No.33D No.33D No.33D No.33 の « SawSawSawSaw » をアサインします。もちろんお好みでそれぞれのオシレ
ーターに違う波形をアサインしても OK です。 

 

 

4 つのオシレーターに波形をアサインする 

� それぞれの音色（波形）のサウンドは“MIXERMIXERMIXERMIXER”モジュールにあるジョイスティックをポイン
トA,B,C,D に倒すことで聞くことができます。これによりウェーブ・テーブル方式シンセ
シスのリッチで豊かなサウンドを確認できたと思います。 

 

 

ミキサーのジョイスティックを動かす 
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� フィルターのカットオフ周波数を下げてみましょう。ここでは中央の « 45 » に設定してく
ださい。 

 

 

カットオフ周波数を変更する 

プロフェット VS のほとんどのパラメーター値とエンベロープ・ポイントは 0 から 99 までの範囲で設定します。しか
しいくつかのパラメーター値（周波数やエンベロープのタイムなど）はヘルツ（Hz）やミリセカンドで設定します。 

 

� レゾナンスも 70 くらいまで上げてサウンドを少しだけ明るくしましょう。  

 

 

フィルターの設定 

エンベロープの設定にうつりましょう。この設定はフィルターのカットオフ周波数の変調やアン
プのボリューム調節など音色作りの生命線となる部分です。 

� フィルターのエンベロープかエディットしましょう。“ENVELOPEENVELOPEENVELOPEENVELOPE”モジュールにある « 
EDITEDITEDITEDIT » ボタンをクリックすると画面右側に編集用の LCD 画面が表示されます。LCD 画
面の “ENVELOPEENVELOPEENVELOPEENVELOPE”/ “FILTERFILTERFILTERFILTER“ メニューを直接クリックしてもこの編集画面にアクセスする
ことが可能です。 

 

 

« EDIT » ボタンをクリック 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 130 

 

« ENVELOPE » / « FILTER » メニューをクリック 

フィルター・エンベロープのエディット：  

� ポイント“0”のレベルを 22 くらいまで上げます。これはフィルターのイニシャル・レベル
（初期値）の設定になります。 

 

 

ポイント“0”の設定 

� 次にポイント“1”のレベルを 70、レイトを 1400ms くらいに設定してください。これでフ
ィルターのカットオフ周波数は発音してから 3 秒後にサウンドが明るくなるような緩やか
なエンベロープに設定されました。ポイント“0”とポイント“1”間の変化は ADSR エンベロ
ープでいうアタック・タイムに相当します。  

 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 131 

 

ポイント“1”の設定  

 

� ポイント“2222”はレベルを 70707070 くらい、レイトを 300ms300ms300ms300ms くらいに設定しましょう。ポイント“
1111”とポイント“2222”間の変化は ADSRADSRADSRADSR エンベロープでいうディケイ・タイムに相当します。 

 

 

ポイント“2”の設定 

� ポイント“3333”はレベル 0000、レイトを 3000ms 3000ms 3000ms 3000ms くらいに設定しましょう。ポイント“2222”とポイ
ント“3333”間でノート発音時にカットオフ周波数を安定させるレベルを設定します。つまり 
ADSR エンベロープでいうサスティン・レベルに相当しています。  

 

ポイント“3”の設定 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 132 

 

� 最後にポイント“4444”はレベルを 0000、レイトを 3000ms3000ms3000ms3000ms くらいに設定しましょう。ポイント“3333
”とポイント“4444”間の変化は、鍵盤を離した後にフィルターのカットオフ周波数が閉じるまで
の時間を設定します。つまり ADSR エンベロープでいうリリース・タイムに相当します。 

 

 

ポイント“4”の設定 

 

アンプ・エンベロープのエディット： 

 

LCD 画面左側に表示されている“AMPLIFIER”オプションをクリックしてください。 

 

“AMPLIFIER”オプションをクリック 

� ポイント“0”は必ず最大値の 99 にしてください。なぜならこのポイントはアンプ・ボリュ
ームのイニシャル・レベル（初期値）だからです。 

 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 133 

 

ポイント“0”の設定 

� ポイント“1”はレベル、レイトともに 0 に設定しましょう。これで発音されてすぐに最大ボ
リュームになるように設定されます。 

 

 

ポイント“1”の設定 

� ポイント“2222”と“3333”はレベルを 99999999、レイトを 1000ms 1000ms 1000ms 1000ms にしてください。この設定はノート発
音中のサスティン・レベルに相当します。  

 

 

ポイント“2”と“3”の設定 
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� 最後にポイント“4”のレベルを 0、レイトを 1300ms に設定してください。ここで鍵盤を離
した後のリリース・タイムを設定しています。 

 

 

ポイント“4”の設定 

サウンドにステレオ効果をつけたい場合は、それぞれのボイスにパン（定位）を設定してくださ
い。  

� アンプ・モジュールの“AMPLIFIERAMPLIFIERAMPLIFIERAMPLIFIER”というタイトル部分の右側にある“VOICEVOICEVOICEVOICE”パネルをクリ
ックして « 1 » を選択してください。そして“PANPANPANPAN”を 0 0 0 0 にするとこの音色が左側のチャン
ネルから出力されるようになります。 

 

 

ボイス“1”を選択する 

� 次に « 2 »を選択し、“PAN”を 99 に設定するとこの音色は右側のチャンネルから出力され
ます。  
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ボイス“1”を選択する 

� 同じように他の音色も設定するとよりサウンドが広がります。 

この方法は CPU に負荷がかかるエフェクトを使用しなくてもサウンドにステレオ効果をつける
テクニックです。ぜひマスターしましょう！ 

8.48.48.48.4 モジュレーション・マトリックスとダイナミック・ミキシングを利用したモジュレーション・マトリックスとダイナミック・ミキシングを利用したモジュレーション・マトリックスとダイナミック・ミキシングを利用したモジュレーション・マトリックスとダイナミック・ミキシングを利用した
音色作成音色作成音色作成音色作成        

ここではモジュレーション・マトリックスと 4 つオシレーターをダイナミックに使用した音色の
作成方法を紹介します。このテクニックは 80 年代風の力強いリード音色（モノフォニック）を
作成するときに利用するとよいでしょう。  

 

� « Prophet VS Prophet VS Prophet VS Prophet VS » バンクのサブ・バンク « Templates  Templates  Templates  Templates » から « 4_Osc_Saw 4_Osc_Saw 4_Osc_Saw 4_Osc_Saw » を選択します
。 

 

4 つのオシレーターに新しい波形をアサインしましょう。 

� オシレーター A A A A に No 39No 39No 39No 39 の « VS38 VS38 VS38 VS38 »、オシレーターには No.40 No.40 No.40 No.40 の « Junk 19Junk 19Junk 19Junk 19 »、オシ
レーター C には No.36No.36No.36No.36 の « VS25 VS25 VS25 VS25 »、オシレーター D No.34 D No.34 D No.34 D No.34 の « SquareSquareSquareSquare » をアサイン
します。 

� オシレーター AAAA の周波数 « FREQFREQFREQFREQ » を“+12 semi+12 semi+12 semi+12 semi----tonstonstonstons”.に設定します。これでオシレータ
ー A は他の 3  3  3  3 つのオシレーターより 1 1 1 1 オクターブ上の音程で再生されます。 

� フィルターのカットオフ周波数 « CUTOFF » を最大まで開きサウンドを明るくしましょう
。 

 

次にエンベロープの設定をします：次にエンベロープの設定をします：次にエンベロープの設定をします：次にエンベロープの設定をします：    

フィルターとアンプのエンベロープのうちポイント 4 のみを設定し、ここではその他のポイント
には触れません。 

� フィルター・エンベロープのポイント“4444”のレイトを 5000500050005000ms くらいに設定します。これに
より鍵盤を離した後、ゆっくりとフィルターのカットオフ周波数が閉じていくようになりま
す。  
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� アンプ・エンベロープのポイント“4444”のレイトを 2500250025002500ms くらいに設定します。これはいわ
ゆるリリース・タイムの設定です。 

 

4 4 4 4 つのオシレーターの波形をミキシングします：つのオシレーターの波形をミキシングします：つのオシレーターの波形をミキシングします：つのオシレーターの波形をミキシングします：    

� エンベロープ・モジュレーションのジョイスティックの位置でミックスする度合いを設定す
る。ノートの発音からリリース時までの間にポイント 0 の設定からポイント 4 の設定ま
で次第に変化していくように設定することができます。  

� ミキサー・エンベロープのそれぞれのポイントが次のポイントへ変化する時間を設定する。 

8.4.1 ジョイスティックの位置を設定するジョイスティックの位置を設定するジョイスティックの位置を設定するジョイスティックの位置を設定する  

エンベロープ同様にミキサーも 5 つのポイントでエディットすることができます。画面右上の 
LCD 画 

面上部にある“ENVELOPE”パネルをクリックし、LCD 画面左下の“MIXER”オプションを選択して
ください。  

� この画面には 5 つのポイント（0 から 4）をもつダイヤモンド型のミキサー画面があり、

ミキサー画面の中央をクリックしながらドラッグすることでそれぞれのポイントの位置を設
定します。それぞれのオシレーターに対応する 4 方向（A,B,C,D）の枠に表示される値で
波形がミックスされている割合を見ることができます。  

 

 

ここでは以下のように設定してください： 

� ポイント 0 (Osc A= 21%, Osc B= 55%, Osc C= 17%, Osc D= 6%)  
� ポイント 1 (Osc A= 50%, Osc B= 30%, Osc C= 7%, Osc D= 12%)  
� ポイント 2 (Osc A= 9%, Osc B= 43%, Osc C= 38%, Osc D= 8%)  
� ポイント 3 (Osc A= 12%, Osc B= 16%, Osc C= 39%, Osc D= 30%)  
� ポイント 4 (Osc A= 23%, Osc B= 28%, Osc C= 25%, Osc D= 22%) 
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ミキサーで 4 つのオシレーターをミキシングする  

8.4.2 ミキサー・エンベロープミキサー・エンベロープミキサー・エンベロープミキサー・エンベロープ 

このエンベロープはミキシングにおいてそれぞれのポイント間が変化する時間を設定するためだ
けにあるオリジナルのエンベロープです。  

プロフェット VS インターフェイス左上にある“MIXERMIXERMIXERMIXER”モジュールのすぐ下に 4 つのつまみが
ある“ENVELOPEENVELOPEENVELOPEENVELOPE”モジュールがあります。このモジュールではジョイスティックで設定したポイ
ントへ変化する時間を設定します。 

� ポイント“0”から“1”までの変化時間（つまみ 1）  
� ポイント“1”から“2”までの変化時間（つまみ 2）  
� ポイント“2”から“3”までの変化時間（つまみ 3）  
� ポイント“3”から“4”までの変化時間（つまみ 4）  

 
つまみの設定：つまみの設定：つまみの設定：つまみの設定：    

つまみ 1 は 1000ms に設定します。  
つまみ 2 は 500ms に設定します。  
つまみ 3 は 800ms に設定します。  
つまみ 4 は 1000ms に設定します。 
 

 

ミキサー・エンベロープを設定する 
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設定完了後の LCD 画面 

ノートを発音する際、エンベロープによる変化を聴きたい場合は“ENVELOPE”モジュールの右側にあるスイッチを“ON”に
することを忘れないでください。  

 

ループ機能はポイント“2”からポイント“3”というように 2 ポイント間の変化を一方向だけでなく
、ポイント“2”からポイント“3”へ変化した後、ポイント“3”からポイント“2”へ変化させることを可
能にした機能です。この機能は LFO のようにオシレーター間を周期的に変化させることができ
ます。  

設定例：  

0>3 （ポイント“0”からポイント“3”）  
1>3 （ポイント“1”からポイント“3”）  
2>3 （ポイント“2”からポイント“3”  
  
0><3 （ポイント“0”とポイント“3”のループ）  
1><3 （ポイント“1”とポイント“3”のループ）  
2><3 （ポイント“2”とポイント“3”のループ）  
 

� ここでは LCDLCDLCDLCD画面に表示された“LOOPLOOPLOOPLOOP”パネルをクリックして « 0><3 » « 0><3 » « 0><3 » « 0><3 » を選択してくださ
い。  

� “REPEATREPEATREPEATREPEAT”パネルをクリックして « C C C C » を選択してください。これでポイント“0000”とポイン
ト“3333”の間を無限にループします。 ※C は無限ループを意味します。  

 

 

LOOP と REPEAT の設定 
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8.4.3 モジュレーション・マトリックスモジュレーション・マトリックスモジュレーション・マトリックスモジュレーション・マトリックス 

ここではモジュレーション・マトリックスの使用方法を見ていきましょう。モジュレーション・
マトリックスはサウンドに複雑な変調効果を付加することが可能です。 

� プロフェット VSVSVSVS インターフェイスの右側にある LCD 画面でモジュレーション・マトリ
ックスを開いてください。LCD 画面の中の“MODULATIONMODULATIONMODULATIONMODULATION”オプションをクリックしてくだ
さい。 

 

 

モジュレーション・マトリックスを開く 

� この画面で変調用のソースと変調先のディスティネーションを選択します。ここでは LFO1LFO1LFO1LFO1 
で 4444 つのオシレーターの周波数を変調させることにしましょう。画面左側に表示されてい
る変調用ソース“LFO1LFO1LFO1LFO1”と画面上側に表示されている変調先であるオシレーター周波数を意
味する“FRFRFRFREQ AEQ AEQ AEQ A”が交差するポイントをクリックしてください。クリックすると交差点がオ
レンジ色になり接続されたことが確認できます。同様に“LFO1LFO1LFO1LFO1”と“FREQ BFREQ BFREQ BFREQ B”、“FREQ CFREQ CFREQ CFREQ C”、“
FREQ DFREQ DFREQ DFREQ D”が交差するポイントもクリックしてください。  

 

 

変調用ソースとディティネーションを選択する 

� 接続が終了したら、変調の深さを設定します。オレンジ色の交差点の一番右側にある“
AMOUNTAMOUNTAMOUNTAMOUNT”で変調の深さを設定することができますので、このパネルをクリックしたままマ
ウスを上方向へドラッグして設定してください。 
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AMOUNT パネルでモジュレーション・レイトを設定する 

� モジュレーション・ホイール（MODMODMODMOD    WHEELWHEELWHEELWHEEL）を LFO1LFO1LFO1LFO1 の変調量（LFO1LFO1LFO1LFO1    AMNTAMNTAMNTAMNT）に接続
してください。これでモジュレーション・ホイールによって LFO1LFO1LFO1LFO1 のモジュレーション・
レイトを調節することができるようになります。ここでは 50505050 あたりに設定しておきまし
ょう。 

 

 

モジュレーション・ホイールの設定 

キーボード・フォロー（KEYBD）はあらかじめフィルターのカットオフ周波数に接続されていま
すのでフィルターのカットオフ周波数を半分ほどまで下げてサウンドをマイルドにしてください
。  

8.4.4  ユニゾン・モードユニゾン・モードユニゾン・モードユニゾン・モード 

より力強いサウンドで演奏するために“ユニゾン・モード”があります。このモードではオシレータ
ーすべての音色を単音として再生することができます。 

想像してみてください。例えば 20 個のオシレーターが同時に 1 つの音色として発音されたらど
れほど強烈なサウンドになるでしょうか。このモードでは 5 声を同時に単音としてならすことが
できるのです。  

� LCD 画面にある“PLAY MODE”ウインドウをクリックして“Poly”を選択してください。 

 

 

“PLAY MODE”パネルをクリックする 

� “UNISON”ボタンをクリックするとボタンが赤くなりこのモードが有効になります。  

� 各オシレーターの周波数をデチューンさせるとより厚いサウンドになり、コーラス・エフェ
クトに似た効果を付けることができます。では“V. DETUNE”を 80 まで上げてみましょう
。  
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ユニゾン・モードを ON にする 

ここからは各オシレーターの音色の定位を左右に振り分けてステレオ感のある音色にしていきま
しょう。 

� アンプ・モジュールのタイトル部分“AMPLIFIERAMPLIFIERAMPLIFIERAMPLIFIER”の右側にある“VOVOVOVOICEICEICEICE”パネルをクリックし
て 1111 を選択してください。次に“PANPANPANPAN”を 0000 に設定してください。これでこの音色は左側の
チャンネルから出力されるようになります。 

� 次は“VOICEVOICEVOICEVOICE”パネルで 2222 を選択し、“PANPANPANPAN”を 99999999 に設定しましょう。これでこの音色は右
側のチャンネルから出力されるようになります。 

� 同様の手順で他の音色も好きなように設定してみてください。 

 

以上の方法でエフェクトを使用せずにサウンドに広がりをもたせることができます！ 

8.58.58.58.5 ハイブリッド・モードにおける音色作成ハイブリッド・モードにおける音色作成ハイブリッド・モードにおける音色作成ハイブリッド・モードにおける音色作成        

では最後にハイブリッド・モードにおける音色作成について見ていきましょう。 

前項で作成した「FM 変調を利用したパッド音色」を使ってこのモードでの音色作成のテクニッ
クを紹介します。以前作成した音色を選択してください。  

� ツール・バーにある“Hybrid”アイコンをクリックしてハイブリッド・モードに切り替えてく
ださい。 

 

 

“Hybrid”アイコンをクリックする  



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 142 

8.5.1 オーディオ・マトリックスオーディオ・マトリックスオーディオ・マトリックスオーディオ・マトリックス 

オーディオ・マトリックスはプロフェット V の 2 つのシンセサイザーから出力されるオーディ
オ信号を管理します。 

この機能によってプロフェット V の 2 つシンセサイザーの信号をフィルターへ直列に接続する
か並列に接続するかを選択することができます。これによりそれぞれのシンセサイザー・サウン
ドの違いを理解することができます。 

� ここではフィルターから出力されるオーディオ信号を直列に接続してましょう。始めにモジ
ュレーション・マトリックスの LCDLCDLCDLCD画面上部に表示された“AUDIOAUDIOAUDIOAUDIO”パネルをクリックし、
オーディオ・マトリックス画面を開いてください。次に 2222 つのシンセサイザーの信号を受
け取る“SOURCE MIXERSOURCE MIXERSOURCE MIXERSOURCE MIXER”とプロフェット VS のフィルターをあらわす“FILTER VSFILTER VSFILTER VSFILTER VS”が交差
するポイントをクリックしてください。接続されるとポイントがオレンジ色に点灯します。  

 

 

オーディオ信号とフィルターの接続 

� “SOURCE MIXERSOURCE MIXERSOURCE MIXERSOURCE MIXER”の左側に表示されている“CCCC”と“DDDD” はプロフェット VS のオシレーターCCCC 
とオシレーターDDDD に対応しています。“CCCC”と“DDDD” のパネルをクリックし、“OSC C VSOSC C VSOSC C VSOSC C VS”と“
OSC D VSOSC D VSOSC D VSOSC D VS”を選択してください。 
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オーディオ・ミキサーでプロフェット VS のオシレーターC と D を有効にする  

注意！ 同時に 4 つ以上のオシレーターを接続することはできません。したがって、すでにプロフェット 5 のオシレータ
ーを 2 つ使用している場合はプロフェット VS のオシレーターを 2 つしか使用できません。 

 

� バーチャル・キーボードの鍵盤をクリックしてみてください。2 つのシンセサイザーのサ
ウンドを同時に聴くことができます。 

 

8.5.2 プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット VS の音色をエディットするの音色をエディットするの音色をエディットするの音色をエディットする 

プロフェット 5 で作成した音色はそのままにしておき、プロフェット VSの音色をエディットし
ていきましょう：  

 

� フィルターの種類を変更しましょう。プロフェット 5 のローパス・フィルターを補完する
ためバンドパス・フィルター“Band PassBand PassBand PassBand Pass”を選択してください。  

� それほどアグレッシブなサウンドにしたくないためカットオフ周波数“CATOFFCATOFFCATOFFCATOFF”を 35353535 あた
りまでさげてください。  

� レゾナンス“RESO”も完全に下げてください。 

 

 

フィルターの設定  
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� オシレーターの波形を変更します。オシレーターCCCC には 055 055 055 055 番の“hitop1hitop1hitop1hitop1”、オシレーターDDDD 
には 062062062062 番の“synbell 31synbell 31synbell 31synbell 31”をアサインしてください。  

 

 

オシレーターC と D の波形を変更する 

 

フィルター・エンベロープをエディットする：  

  

始めにフィルターのエンベロープをエディットしましょう。フィルターのエンベロープにある“
EDITEDITEDITEDIT”ボタンをクリックすると画面右側の LCD 画面がエンベロープのエディット画面に切り替わ
ります。  

� ポイント“0000”はフィルターのイニシャル・レベル（初期値）になるため、必ず最大値（99999999）
に設定してください。  

� ポイント“1111”はレベルを 99999999、レイトを 0000 に設定します。これでフィルターのアタック・タ
イムが限りなく短くなります。  

� ポイント“2222”はレベルを 48484848、レイトは比較的短めの 144ms144ms144ms144ms に設定します。これでカットオ
フ周波数は設定した値に向けて急速に閉じていくようになります。  

� ポイント“3333”はレベルを小さめの 30303030 くらい、レイトは長めの 479ms479ms479ms479ms に設定します。これ
でカットオフ周波数はポイント“2222”を通過後、“3333”のレベルまで下がりそのレベルを保つよう
になります。  

� 最後にポイント“4444”のレベルを先ほどよりやや高めの 63 63 63 63、レイトは少し長めの 600ms600ms600ms600ms に設
定してください。これにより鍵盤のリリース時にカットオフ周波数がゆるやかに開くように
なります。  

 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 145 

 

フィルター・エンベロープを設定する 

 

 

 

 

 

アンプ・エンベロープをエディットする： 

次にアンプのエンベロープをエディットしましょう。アンプのエンベロープにある“EDIT”ボタン
をクリックすると画面右側の LCD 画面がエンベロープのエディット画面に切り替わります。 

� ポイント“0000”はフィルターのイニシャル・レベル（初期値）になるため、必ず最大値（99）

に設定してください。 

� ポイント“1111”はレベルを 99999999、レイトを 0 0 0 0 に設定します。これでアンプのアタック・タイム
が限りなく短くなります。  

� ポイント“2222”はポイント“1111”と同じ設定にしてください。  

� ポイント“3333”はディケイとサスティンの関する設定になります。レベルは 60606060、レイトは長め
の 1500150015001500ms に設定してください。 

� 最後にポイント“4444”のレベルを 0000、レイトは 1500ms 1500ms 1500ms 1500ms に設定してください。これにより鍵盤
のリリース後、ゆるやかにボリュームが下がるようになります。 
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アンプ・エンベロープを設定する 

ここでプロフェット VS の音色を加えて作成したサウンドはシタールのようなサウンドになりま
す。この音色は基本的な部分をプロフェット 5 のあたたかみあるアナログ・サウンドにより形成
し、プロフェット VS の波形によってさらに色づけている音色なのです。  

いま、あなたは伝説のシンセサイザーを組み合わせたこれまでにない斬新なサウンドを手に入れ
たのです！ 

さらにディレイ・エフェクトを利用してより広がりのあるサウンドにすることも可能です。ツー
ル・バー右上の“DELAYDELAYDELAYDELAY”をクリックしてディレイ・エフェクトを有効にしてください。  

ディレイ・エフェクトはサウンドにステレオ・エコーを付加することができます。プロフェット 
V のディレイ・エフェクトは左右それぞれのチャンネルに独立したディレイ・タイム、フィード
バックを設定することができ、リズミカルなディレイ効果を生み出すことが可能です。また、デ
ィレイ・タイムは外部 MIDI シーケンサーのテンポに同期することも可能です。それではディレ
イ・エフェクトを設定してみましょう。 

 

� LCD 画面上部に表示されている“EFFECTSEFFECTSEFFECTSEFFECTS”パネルをクリックするとエフェクトの設定画面
が表示されます。（左側はコーラス、右側がディレイ・エフェクトの設定になります）  

 

 

“EFFECTS”パネルをクリックする 

� “DRY/WET”で原音とディレイ処理されたサウンドのバランスを調節します。  
� 次に“TIME L”と“TIME R”を使用してそれぞれのチャンネルのディレイ・タイムを設定します

。  

� こだまを繰り返す回数は“FEEDBK L”と“FEEDBK R”を使用して設定することができます。
お好みの数に設定してください。 
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ディレイ・エフェクト  

これまで見てきたようにプロフェット V には様々な機能が搭載されています。すみずみまでこの
ソフトウエアをお楽しみいただき、ぜひこのプロフェット V の全機能をあますことなくお使いく
ださい。あなたの前には現代のテクノロジーによって生み出された無限の可能性が広がっている
のです。 
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9999 プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット V V V V”の様々なモードでの使用方法”の様々なモードでの使用方法”の様々なモードでの使用方法”の様々なモードでの使用方法        

9.19.19.19.1 スタンドアローン・モードで使用するスタンドアローン・モードで使用するスタンドアローン・モードで使用するスタンドアローン・モードで使用する        

“プロフェット V”アプリケーションは、シーケンサーから独立したインストルメントとして使用
することができます（スタンドアローン・モード）。“プロフェット V”では、1 つ、または複数
台のインストルメントとして開くことができ、マスターMIDI キーボードや他のコンピューターで
動作するシーケンス・ソフトウエアを使って演奏することができます。 

9.1.1  アアアアプリケーションを立ち上げるプリケーションを立ち上げるプリケーションを立ち上げるプリケーションを立ち上げる 

Windows：“プロフェット V”アプリケーションを起動するには、スタートメニュースタートメニュースタートメニュースタートメニュー    →→→→ Arturia  Arturia  Arturia  Arturia →→→→    “

Prophet Prophet Prophet Prophet     
    VVVV2222”を選択します。     
  
Macintosh：インストールしたフォルダーを開き、“Prophet VProphet VProphet VProphet V2”アプリケーションのアイコンをダ
ブルクリック 
 します。  
  

また、保存した”プロフェット V”のインストゥルメント・ファイルをダブルクリックすることに
よって、直接“プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット V V V V2222”を立ち上げることもできます。 

9.1.2  初期設定の変更初期設定の変更初期設定の変更初期設定の変更  

「初期設定」ウインドウでは、“プロフェット V”の初期設定をおこなうことができます。また、
ここで設定したセッティングは自動的に保存されます。  
  
初期設定を表示するには、Windows 版の場合、「ファイル」メニューから「初期設定」を選択し
ます。 
Mac OS X 版では、“プロフェット V”メニューから、初期設定を選択します。  
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初期設定ウインドウの設定例  

� プロトコル（Windows 版のみ）： 使用するオーディオ・プロトコルを選択しま
す。使用しているサウンド・カードに ASIO に対応している場合は、ASIO プ
ロトコルを使用することを推奨しています。ASIO ドライバは DirectX ドライバ
より高いパフォーマンスを実現します。  

  

� ドライバ：使用するサウンド・カードに対応するドライバを選択します。  

  

� サンプリング・レイト： サウンド・カードで使用するサンプル周波数を選択しま
す。  

  

� 遅延設定： サウンド・カードとコンピューターのパフォーマンスに最適の遅延時
間を設定します。遅延設定を小さく選択した場合、コンピューターへの負荷が高
くなり、音色を再生中に予期せぬ音切れを引き起こすことがあります。 

� コンフィギュレーション・パネルASIOプロトコルを使用したPCのみ：オーディ
オ・インターフェースがASIOドライバーを使用可能な場合、そのドライバーの
コンフィギュレーション・パネルを開きます。 

� ノブ・モード：つまみのコントロール・モードを選択します。  

1. 直線モード（Linear） ・・・マウスを上下に直線的に操作することでつ
まみの値を設定し 
 ます  
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 2.回転モード（Circular）・・・つまみをなぞるようにドラッグしてつまみの値を設
定します 

9.1.3 コントロール・バーコントロール・バーコントロール・バーコントロール・バー 

MIDI 入力やオーディオの入出力のルーティングをコントロール・バーによって設定します。  

 

 

Windows 版のコントロール・バー画面  

 

Macintosh 版のコントロール・バー画面 

MIDI に関する設定 

ユーティリティー・バーの一番左上のセクションでは、インストゥルメントに適用する MIDI 入
力デバイスを選択します。  

  

インストゥルメントをコントロールするためのキーボード、または外部 PC のシーケンサーが接
続された MIDI ポートと MIDI チャンネルを選択します。が接続された MIDI ポートと MIDI チ
ャンネルを選択します。使用する MIDI チャンネルは 1～16 の任意のチャンネルを選択できま
す。また、‘All’を選択すると全ての MIID チャンネルのコントロールを受信します。 

 

キー・レンジの設定  

キー・レンジは、インストゥルメントをコントロールするにあたり、使用する音程の範囲を決め
ることができます。これにより、異なるゾーンごとに別々の音色を設定でき、ひとつのキーボー
ド上でいくつかのインストゥルメントを演奏することができます。  
  
この機能を使用するには、コントロール・バー上の ‘Range（または Split）’ オプションをチェ
ックし、最も低いノートと最も高いノートを設定してキー・レンジを設定してください。 
 

オクターブの設定 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 151 

オクターブ設定では、キーボードのノートをオクターブ単位でトランスポーズできます。この機
能は、演奏したい音域をキーボードがカバーしていない場合や、キーレンジ・オプションを使用
しているときに効果的です。  

 
オーディオの入出力設定 
コントロール・バー最後のセクションで使用するサウンド・カードやオーディオ・データの入出
力先を選択します。  
 
選択したサウンド・カードが複数の出力先を持っている場合には、使用可能なオーディオ出力が
リスト形式で表示されます。リストの中から使用する入出力先を選択してください。  

9.1.4  CPU 使用率について使用率について使用率について使用率について 

CPU への負荷を確認することができます。この情報は”プロフェット V”のシンセシスが CPU に
与えている負荷レベルをリアルタイムに表示します。  

  

Macintosh 版では、Window メニューから、Cpu を選ぶと表示されます。もしくは、ショートカ
ット“コマンド・キー（ ） + L” でも表示させることができます。Windows 版では、コントロー
ル・バーに直接、負荷状況を表示します。 

 

注意: この情報は、音色シンセシスに使用されるプロセッサーの負荷のみを表しており、OS 他を含めた全体のシステム
の負荷を表しているのではありません。したがってシステム全体の負荷より低い負荷が表示されていることになります。 

 

9.1.5 コンフィギュレーションの保存コンフィギュレーションの保存コンフィギュレーションの保存コンフィギュレーションの保存  

インストゥルメントのつまみ情報、その他オーディオ、MIDI 設定までを含めた現在の状態を保存
することができます。  

  

保存するには、「ファイル」メニューから保存を選ぶか、もしくは、「ファイル」メニューから
名前を付けて保存…を選択し、新しい名前をつけて保存します。  

 

注意：ここでの保存されるのは、”プロフェット V”スタンドアローン・アプリケーションのコン
フィギュレーションです。これは、プリセット音色の保存（Export）とは、なんら関係ありませ
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ん。プリセット音色のエクスポートは日本語ユーザーマニュアル 「プリセット・バンクのインポ
ートとエクスポート」をご参照ください。 

9.29.29.29.2  VST  VST  VST  VST     

9.2.1  インストールインストールインストールインストール 

8.2.1.1  Windowsの場合 

インストール中に表示されるプラグイン・フォーマットの選択画面で VST オプションを選択し
てください。Cubase をご使用の場合、インストーラーは自動的に VST プラグイン・フォルダ
ーを検出し、プラグイン・ファイルをインストールします。Logic Audio など他の VST互換性を
持つシーケンサーをご使用の場合は、適切なフォルダーにプラグインのファイルを手動でコピー

する必要があります。  
  
プラグイン・ファイルは下記の場所にインストールされています：  
  
フォルダー名 « C:\Program Files\Arturia\Prophet V2 »  
ファイル名 « Prophet-V2.dll » 

Mac OS Xの場合 

Mac OS X の場合、プラグイン・ファイルはすべて自動的にインストールされます。インストー
ル完了後、VST プラグインに対応したホスト・アプリケーションから起動して使用することがで
きます。  

9.2.2  VST インストゥルメントとして使用する場合インストゥルメントとして使用する場合インストゥルメントとして使用する場合インストゥルメントとして使用する場合 

プラグインとしてプロフェットV2 VSTを開くことは、他のどのVSTプラグインとも同じ
ように簡単です。詳細はホスト・シーケンサーのユーザ・マニュアルを参照して下さい
。Cubase 5 ではメニューのデバイス/VSTインストゥルメンツを開き、ラックにプロフ
ェットV2 を選択して下さい。 
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CUBASEで Prophet V2を開く 

9.2.3 MIDI トラックとの接続トラックとの接続トラックとの接続トラックとの接続  

プロフェットVをMIDIトラックからプレーできるように、あなたはMIDIトラックを選択しなけれ
ばなりません。また、使用するトラックをCUBASEでメニューを使用して、このトラックのMIDI
出力先をプロフェットV２に選択すること必要です。 
 

 

MIDI トラックへの接続方法  

MIDI キーボードで演奏された MIDI イベントはシーケンサーを通じてプロフェット V2 に送信さ
れます。これらの MIDIイベントを録音し、シーケンサーの MIDI エディット機能を使用して編
集することも可能です。  
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9.2.9.2.9.2.9.2.4444    プリセットの保存プリセットの保存プリセットの保存プリセットの保存    

セッションを保存すると、プリセットを変更した音色であってもプロフェットV2 で操作した情
報は保存されます。例えば、プリセットの « Bass1 » をエディットした音色を « Bass2 » とし
て保存していなくても、次にその曲を開くとプロフェットV2 のプリセット « Bass1 » を変更し
た音色が保存されています。  

  

VST 対応のホスト・アプリケーションのメニューからプラグイン・インストゥルメントに関する
設定を保存することも可能です。しかし、特に必要がない場合、プロフェットV2 のコントロー
ル・バーから保存することをお奨めします：この方法で保存されたプリセットは他のモード（ス
タンドアローン、他のシーケンサー）でも使用でき、独立したファイルとしてエクスポートする
ことができます。  

 

9.2.59.2.59.2.59.2.5 オートメーションオートメーションオートメーションオートメーション 

プロフェットV2 へのオートメーション操作は他の VST プラグインと同様です（詳細については 
VST シーケンサーのプラグイン・オートメーション関連の項目を参照ください）。ただし、プリ
セットの変更はオートメーション化することはできません。 

 

9.39.39.39.3  Audio Unit (Max OSX only) Audio Unit (Max OSX only) Audio Unit (Max OSX only) Audio Unit (Max OSX only)    

9.3.1  インストールインストールインストールインストール 

プラグイン・ファイル（コンポーネント・ファイル）はインストール・プログラムによって自動
的にインストールされます。（/ライブラリ/Audio/Plug-Ins/Component/） 

9.3.2  Logic Audioで使用する場合で使用する場合で使用する場合で使用する場合 

プロフェットV2 を挿入するインストゥルメント・トラックを選択し、そのトラックのミキサー
・ウインドウの“I/O”ボタンをクリックします。表示されたメニューを“Stereo -> AU Instrument（
またはAudio Unit） -> Arturia -> ProphetV2 の順位選択すると Audio Unit インストゥルメントと
して起動することができます。  
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Logic Audioでプロフェット V2 を開く 

Logic Pro Audioには マネージャーが搭載されています。AU マネージャーを起動するには“Logic 

Pro”メニューから“Preferences -> Start Logic AU Manager”の順に選択してください。  

 

 

AU マネージャー  

AU マネージャーでは、使用可能なプラグインのリストの表示、Logic との互換性、プラグイン
の使用/不使用などを設定することができます。 

Logic 上でトラブルが発生した場合は、この機能を使用して互換性のチェック等を行ってくださ
い。 

 

9.3.3 Use in Digital Performer 

Digital Performer4 のメニュー・バーで「Project>Add Track>Instrument Track」を選択すると、
インストールされている Audio Unit インストゥルメントとして起動することができます。  
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プロフェット V2 の起動後、MIDI チャンネルの設定を行います。プロフェット V2 は MIDI ト
ラックのノート情報によって演奏させることができます。この場合は、プロフェット V2 と 
MIDI トラックとの接続を行う必要があります。  

 

MIDI トラックの出力先をクリックすると接続している他のシンセサイザーと同様に「Prophet V2
」がリストに表示されます。デバイスの MIDI 接続設定に関しては Digital Performerのマニュア
ルをご参照ください。 
 

9.49.49.49.4 Pro ToolsPro ToolsPro ToolsPro Tools    

9.4.1  インストールインストールインストールインストール 

インストール中に表示されるプラグイン・フォーマットの選択画面で RTAS/HTDM protocol を選
択してください 

RTAS と HTDM プラグインをインストールするフォルダーを選択するアラートが出た場合、次
のパスを指定してください： 

 

• Mac OS X の場合：System Folder/DAE Folder/Plug-Ins 
• Windows の場合：C:\Program Files\Common Files\Digidesign\DAE\Plug-Ins 
• ご使用のシステムが、HTDM プラグインを使用する有無を問わず、インストール方法

は同じになります。  
 

9.4.2 プラグインとして使用する場合プラグインとして使用する場合プラグインとして使用する場合プラグインとして使用する場合  

プラグインとして開く 

プロフェット V2 をプラグインとして起動するには、他のプラグイン同様オーディオ・トラック
に挿入します（下図の例を参照）：  

 



ARTURIA – Prophet-V2 - MANUAL 157 

 

Pro Toolsでプロフェット V2 を開く 

プロフェット V2 はステレオのオーディオ・トラックに開かなくてはなりません。またバーチャ
ル・キーボード上のマウスでプロフェット V2 をプレーすることがkのうです。 

 

9.4.3 MIDI トラックとの接続トラックとの接続トラックとの接続トラックとの接続  

プロフェット V2 は MIDI トラックのノート情報で演奏することができます。この場合は、使用
したいMIDI インターフェースや MIDI チャンネルの設定をプロフェット V2 に関連付けてくだ
さい。以降、プロフェット V2 はキーボードを通じてコントロールできます（デバイス接続につ
いての詳細は Pro Tools のマニュアルを参照ください）。  
 

 

Connecting a MIDI track to Prophet V 
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9.4.4 プリセットの保存プリセットの保存プリセットの保存プリセットの保存  

一旦セッションを閉じると、プロフェット V2 はそのときの状態を自動的に保存します。プリセ
ットへの変更などもすべて保存されます。曲を開くと前回保存したときの状態から再開すること
ができます。  

Pro Tools の « Librarian Menu » は、他のプラグインと同様に使用することができます。しかし
、パッチの保存は、プロフェット V2 のエクスポート機能を使用して保存することをお奨めして
います。その理由は以下の通りです： 

• エクスポートしたプリセットは、他のシーケンサーでも使用可能。とりわけ、ユーザー同士
のデータのやりとりがしやすくなります。 

• 今後予定されているプロフェット V2 のバージョン・アップ後もエクスポートしたパッチを
開くことができるため。（上位互換） 

 

 

9.3.69.3.69.3.69.3.6    Pro Tools Pro Tools Pro Tools Pro Tools におけるオートメーションにおけるオートメーションにおけるオートメーションにおけるオートメーション 

オートメーション機能は他の RTAS/HTDM プラグインと同様に機能します（プラグインのオー
トメーション機能の詳細については、Pro Tools のマニュアルをご参照ください）。プリセット

のパッチ変更に関するオートメーションは組むことができません。  
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プロフェットプロフェットプロフェットプロフェット V V V V2222    エンドユーザー使用許諾契約書エンドユーザー使用許諾契約書エンドユーザー使用許諾契約書エンドユーザー使用許諾契約書    
 
 
アートリア社はお客様に対し、非独占的な権利として単一のコンピューターでプロフェット V2 
のプログラム（以下“ソフトウエア”という）を使用する権利を与えます。また、アートリア社は許
諾者に非明示的に付与した権利のすべてを留保します。 
 
ソフトウェアのすべての知的所有権はアートリア社に属します（以下：「アートリア」）。アー
トリアは、あなたが本契約の契約条件に従ってソフトウェアをコピーして、ダウンロードして、
インストールして、使用するのみであるのを許諾します。  
本製品は、不法にコピーすることからの保護のために、製品アクティベートを含みます。アクテ
ィベート・プロセスが完了された後に、このシステムはeLicenserとして知られ、ソフトウェアを
永久的な使う自由を許します。ソフトウェアが、eLicenserドングル（ドングル）やSoft-
eLicenserと共に使用することが可能です。；OEMソフトウェアは、登録のみの後で使用すること
が可能です。 
インターネット接続は、アクティベート・プロセスを行う間必要です。あなたによるソフトウェ
アの使用のための契約条件、エンドユーザーは下記のようになります。ソフトウェアをあなたの
コンピュータ上にインストールすることによって、あなたはこれらの契約条件に同意します。完
全に慎重に以下のテキストを読んでください。あなたがこれらの契約条件を承認しないならば、

あなたはこのソフトウェアをインストールすることはできません。同意しない場合、、製品をあ
なたが購入価格の返済を求める場合、30 日以内（ハードウェアと同様に完全なダメージを受けて
いないパッキング）を含む本製品の全てを購入したところに返品してください。 
    
1. 1. 1. 1. 所有権所有権所有権所有権        
お客様はソフトウエアが記録またはインストールされた媒体の所有権を有します。アートリア社はディスク
に記録されたソフトウエアならびに複製に伴って存在するいかなるメディア及び形式で記録されるソフトウ
エアのすべての所有権を有します。この許諾契約ではオリジナルのソフトウエアそのものを販売するもので
はありません。 
 

  
2. 2. 2. 2. 実施権の許諾実施権の許諾実施権の許諾実施権の許諾    

• 本許諾に関する条件に応じてアートリアはソフトウェア使用の通常実施権をユーザーに与え
ます。ソフトウェアを貸与、賃貸することはできません。 

• ソフトウェアが単独でeLicenserドングルでプロテクトされている場合、あなたは1台、または
多くても3台のコンピュータにソフトウェアのためにライセンスをインストールすることが可
能です。ソフトウェアが、Arturiaキーを用いて同時に使用できるのは1台のコンピュータのみ
です。  
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• ソフトウェアがSoft eLicenser（単独、またはArturiaキーと一緒）によりプロテクトされてい
るか、他のソフトウェアやハードウェアと共にエンドユーザーに売られた、（以下に：「
OEMソフトウェア」）、あなたはあなたの所有する1台のコンピュータだけに、ソフトウェア

のためにライセンスをインストールすることができ、使用可能です。必要であれば、
eLicenserドングルを購入することによって簡単に3台のコンピュータでソフトウェアを使用可
能にします。 

• プログラムを同時に複数で使用の可能性がある場所で、ネットワークの中のソフトウェアの
使用は違法です。 

• あなたはストレージ目的以外の目的に使用しないソフトウェアのバックアップ・コピーを行
う権利があります。 

• 本契約において指定されるように、あなたには限られた権利以外のソフトウェアを使用する
ために更なる権利または利益がありません。アートリア社が、与えたすべての権利を保有す
るというわけではありません。 

  
 
 
 
3.3.3.3.ソフトウェアのアクティベートソフトウェアのアクティベートソフトウェアのアクティベートソフトウェアのアクティベート    

• アートリア社は、ソフトウェアを不法にコピーすることから保護するため、ライセンスのコ
ントロールのためにソフトウェアの強制的なアクティベートとOEMソフトウェアの強制的な
登録を使うかもしれません。あなたが本契約の契約条件を受け入れないならば、ソフトウェ
アは機能しません。 
 

• そのような場合、ソフトウェアを含む製品は、製品のご購入後の後、30日以内に返品される
だけになる可能性もございます。返品と同時に、§11による主張は、あてはまりません。 

  
 
4. 4. 4. 4. 製品登録後のサポート、アップグレードとアップデートについて製品登録後のサポート、アップグレードとアップデートについて製品登録後のサポート、アップグレードとアップデートについて製品登録後のサポート、アップグレードとアップデートについて    

• あなたは、個人の製品登録の後でサポート、アップグレードと最新版を受けることが可能で
す。サポートは、現在のバージョン、そして、新しいバージョンの公表の後の1年の間の前の
バージョンだけのために提供されます。アートリア社は、いつでもサポート（ホットライン
、ウェブサイトのフォーラムその他）、アップグレードと最新版の内容を修正することがで
き、部分的に、または、完全に、修正することができます。 

• 製品登録はアクティベーション・プロセスの間に可能であるか、インターネットを通してい
つでも後からでも可能です。そのようなプロセスでは、あなたはその目的のためのあなたの
個人データ（名前、アドレス、接触、電子メールアドレスと許可データ）保管に同意するよ
う求められ、その使用は上記を指定します。アートリア社は、サードパーティ、特定の卸売
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業者の中に、サポート目的、アップグレードの確認のため等、正当な目的でこれらのデータ
も使用する可能性があります。 
 

  
5. 5. 5. 5. ライセンス・モジュールライセンス・モジュールライセンス・モジュールライセンス・モジュール (eLicenser (eLicenser (eLicenser (eLicenserキーやソフトキーやソフトキーやソフトキーやソフトeLicenseeLicenseeLicenseeLicenser)r)r)r)    

• アートリアは、ユーザーが多数の製品を所持している場合にも、一括でライセンス管理が可
能な、コンピュータの USBポートに接続して使用するeLicenserドングル、または保護機能ソ
フトウェア（以下「Soft eLicenser」）のいずれか、もしくは両方（ハードウェア／ソフトウ
ェア・ドングル）を使用します。「eLicenserドングル」および Soft eLicenser は、ライセン
ス情報を半永久的に記憶し、ソフトウェアに対するアクセスを規制します。本ソフトウェア
を使用するためeLicenserドングルが必要な場合、eLicenserドングルをUSB インターフェイ
スを介してコンピュータに接続しなければなりません。 

• 本ソフトウェア、またはソフトウエアのアップデート、アップグレードのアクティベーショ
ンを行うには、eLicenserドングルと接続しているか、もしくは Soft eLicenser、OEMソフト
ウェア製品いずれかをインストールしているコンピュータでインターネットを通して SIA 
Syncrosoft 社のサーバーへ接続しなければなりません。本ソフトウェアにeLicenserドングル
が付属している場合、本ソフトウエアのライセンス情報は既に付属のeLicenserドングルにア
クティベーションされています。本ソフトウェアに付属しているプロダクト・カードのみが
付属している（eLicenserドングルが付属していない）場合、ユーザーはインストールを行っ
た後に、付属されているカードに記入されているアクティベーション・コードを入力し、本
製品のライセンス情報をSIA Syncrosoft社のサーバーから取得しeLicenserドングルをアクテ
ィベーションしなければなりません。 

• OEM ソフトウェア製品の場合、アクティベーション・コードはユーザーが登録した E メー

ル・アドレスに送信されます。本コードはインストールの際、手動で入力する必要があり、
これにより SIA Syncrosoft のサーバーとの間でライセンス情報の交換がおこなわれるよう
にします。 

• ソフトウェアをインストールしていたコンピュータ、またはそれ以外の他のコンピュータへ
のソフトウェアの再インストールについては、インストールされていた当該ソフトウェアが
アンインストールされるなど、使用が不可となった場合のみに許可されます。当該ソフトウ
ェアがeLicenserドングルではなく、アクティべーション・コードを必要とする場合、新規の
アクティベーション・コードは個人登録の際に作成されたユーザー・オンライン・サポート
・アカウントから入手することができます。なお、このアクティベーション・コードは再イ
ンストールの際、ユーザーが手動で入力する必要があり、これにより SIA Syncrosoft社のサ
ーバーとの間でライセンス情報の交換が行われるようにします。Ｓｔｅｉｎｂｅｒｇアート
リア社は追加のアクティベーション・コードの提供にあたっては、購入記録（請求書、領収
書）や住所、氏名および以前にインストールされたソフトウェアが使用不可になったことを
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証明する旨の署名入り確認書をファックスもしくは郵便にて送付するようお願いする場合が
あります。 

• またユーザーは、ソフトウェアがeLicenserドングルを使用している場合には、本ソフトウェ

アをインストール（使用）するコンピュータ以外のコンピュータを使用してアクティベーシ
ョンを実行し、ライセンスデータをeLicenserドングルへ送ることができます。しかしその場
合、アクセス用ソフトウェアeLicenser Controlセンター、「eLC」）をインターネットに接続
したコンピュータにインストールしなければなりません。これについては別途定めるライセ
ンス契約に従うものとします。 

 
 
6. 6. 6. 6. eLicensereLicensereLicensereLicenserドングルドングルドングルドングルの欠陥および紛失の欠陥および紛失の欠陥および紛失の欠陥および紛失    

• eLicenserドングルに欠陥がある場合またはこれが破損している場合、アートリア社またはア
ートリア社と関連するサードパーティ各社は、eLicenserドングル（現物）の確認を行います
。確認の結果その申し立てが正当であると判断された場合、eLicenserドングルおよびこれに
含まれるライセンスは手数料（実費）のみで交換されるものとします。ただし、ライセンス
の交換は Steinberg が発行したライセンスであることを条件とします。アートリア社は、以
上を限度とし、これに対する更なる申し立てについては除外します。 

• ユーザーの責任においての紛失、盗難またはその他の原因でeLicenserドングルを紛失した場
合、Ｓｔｅｉｎｂｅｒｇ アートリア社は責任または義務を一切負わないものとします。ア
ートリア社は登録ユーザーから紛失について通知を受け次第eLicenserドングルに保存されて
いるライセンスの使用を禁止する権利を保有します。ただし、eLicenserドングル に保存され
ているライセンスは交換の対象になりません。 
 
 

7. 7. 7. 7. アンバンドリングアンバンドリングアンバンドリングアンバンドリング    

• お客様は、常に 1 台のコンピューターで使用することを前提として、一時的に別のコンピュ
ーターにインストールして使用することができます。お客様はネットワークシステムなどを
介した複数のコンピューターに、ソフトウエアをコピーすることはできません。お客様は、
ソフトウエアおよびそれに付随する物を複製して再配布、販売等をおこなうことはできませ
ん。お客様はソフトウエアもしくはそれに付随する記載物等をもとに、改ざん、修正、リバ
ース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイル、翻訳などをおこなうことはできま
せん。またライセンスとeLicenseドングルを別々に販売することもできません。； 使用の権
利はソフトウェアと、特にオリジナルのソフトウェア・データキャリア（例：CD-ROM）に
残っています。 

  
 
8. 8. 8. 8. 権利の譲渡権利の譲渡権利の譲渡権利の譲渡    
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• あなたはあなたのすべての権利をあなたが(i)本契約と(ii)にソフトウェアまたはハードウェア
を、(a)第三者に譲渡する場合すべてのコピー、アップグレード、最新版、バックアップと前
のバージョン（それはこのソフトウェアで最新版またはアップグレードの権利）を含むソフ

トウェア（パッキングされるか、プレインストールされる）で（b）あなたがアップグレード
、最新版、バックアップとこのソフトウェアの前のバージョンを保持しないと定めたという
状況を前提としてもう一人の人にソフトウェアを使用するよう譲渡できるかもしれません、
そして、（c）受取人はあなたが有効なソフトウェア許可を得た他の規則と同様に本契約の契
約条件を受け入れる必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
9. 9. 9. 9. アップグレードとアップデートアップグレードとアップデートアップグレードとアップデートアップグレードとアップデート    

• あなたには、アップグレードを使用するか、ソフトウェアをアップデートさせておくために
、ソフトウェアの以前のバージョンの有効なライセンスほ保有していなければなりません。
ソフトウェアの以前のバージョンを第三者へ譲渡すると、即座にソフトウェアのアップグレ
ードまたは最新版を使用する権利は、無効になります。 

• アップグレード、またはアップデートの入手ではソフトウェアを使用する権利を与えること
がありません。 

• ソフトウェアの以前のバージョンに対するサポートの権利はアップグレード、またはアップ
デートのインストールと同時に無効となります。 

•  
 
10. 10. 10. 10. 限定保証限定保証限定保証限定保証    

アートリア社は通常の使用下において、購入日より 30 日間、ソフトウエアが記録されたディス
クに瑕疵がないことを保証します。購入日については、領収書の日付をもって購入日の証明とい
たします。ソフトウエアのすべての黙示保証についても、購入日より 30 日間に制限されます。
黙示の保証の存続期間に関する制限が認められない地域においては、上記の制限事項が適用され
ない場合があります。アートリア社は、すべてのプログラムおよび付随物が述べる内容について
、いかなる場合も保証しません。プログラムの性能、品質によるすべての危険性はお客様のみが
負担します。プログラムに瑕疵があると判明した場合、お客様が、すべてのサービス、修理また
は修正に要する全費用を負担します。  
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11. 11. 11. 11. 賠償賠償賠償賠償    

アートリア社が提供する補償はアートリア社の選択により（a）購入代金の返金（b）ディスクの
交換のいずれかになります。お客様がこの補償を受けるためには、アートリア社にソフトウエア
購入時の領収書をそえて商品を返却するものとします。この補償はソフトウエアの悪用、改ざん
、誤用または事故に起因する場合には無効となります。交換されたソフトウエアの補償期間は、
最初のソフトウエアの補償期間か 30 日間のどちらか長いほうになります。  
 
 
12. 12. 12. 12. その他の保証の免責その他の保証の免責その他の保証の免責その他の保証の免責    

上記の保証はその他すべての保証に代わるもので、黙示の保証および商品性、特定の目的につい
ての適合性を含み、これに限られません。アートリア社または販売代理店等の代表者またはスタ
ッフによる、口頭もしくは書面による情報または助言の一切は、あらたな保証を行ったり、保証
の範囲を広げるものではありません。 
 
 
13. 13. 13. 13. 付随する損害補償の制限付随する損害補償の制限付随する損害補償の制限付随する損害補償の制限        

アートリア社は、この商品の使用または使用不可に起因する直接的および間接的な損害（仕事の
中断、損失、その他の商業的損害なども含む）について、アートリア社が当該損害を示唆してい
た場合においても、一切の責任を負いません。地域により、黙示保証期間の限定、間接的または
付随的損害に対する責任の排除について認めていない場合があり、上記の限定保証が適用されな
い場合があります。本限定保証は、お客様に特別な法的権利を付与するものですが、地域により
その他の権利も行使することができます。 


